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このメッセージは1976年2月28日 に行な

われた説教である。

『わ た しは神 の子」 という歌 の歌詞
について考えて巨ると，数多 く

のことが思い浮かんできます。

神 の子です わた しやあなた

いろんなお恵み感謝 します

神の子です わたしやあなた

み言葉正 しくわかるように

神 の子です わた しやあなた

みここ ろ行 ないまた天に住む

わた しを助 けて導いて

いつかみ もとへ行けるように

(「子供の歌」B-76)

ナオ ミ ・W・ ラン ドルが初めにこのす

ばらしい曲のために歌詞を書いたときは，

「みこころ行ない」の箇所 は
， 「みこころ

学 び」 となっていました。 スペ ンサー ・

W・ キンボール大管長が それ を読んで，

「学び」を 「行 ない」 に変 えるよう提案

されたのです。

「わたしは神 の子」 というこの歌のテ

ーマは
，決 して目新 しいものではありま

せん。パウロはマルスの丘 の上のあの有

名な説教 の中で， アテネの人々に，私 た

ちは「神 の子孫なのである」(使徒17：29)

と宣言 しました。近代 においては，予言

者 ジョセフ ・ス ミスが教義 と聖約76章 の

中で，「これ に住 む者 たちも皆神 より生れ

たる息子と娘」(24節)で あると書 いてい

ます。

私 たちは 「わたしは神 の子」という簡

潔で平明な真理 をよく口にしますが， は

たしてその とき，頭の中で一体何 を考 え

ているでしょうか。 この言葉 が，神 は触

知できる肉体 の父であるという意味 を持

つものでないことは，私たちも理解 して

います。肉体 は地上の両親 から受 けたも

のです。

では，私 たちが歌い，語 る 「わたしは

神の子」 という言葉の真の意味は，何 な

ので しょうか。この疑間 に答 えるには，

主が ジョセフ ・ス ミスに，人間は二元的

な存在であると啓示 されたことを，最初

に理解 しておかなければな りません。二

元的な存在 とは，ふたつの要素 から成 る

もの という意味です。人間はそれぞれ，

ふたつの要素 またはふたつの体，すなわ

ち，霊の体 と骨肉の体 から成 っているの
たい

です。「人間は霊 と体 とよ り成 る」(教 義

と聖約88：15)と 言 われたのは， ほかな

らぬ主ご自身です。私 たちの霊は，肉の

体 とは異な り，神が 「もうけて」くださ

ったものです。

モルモン経 には，肉体 をお受けになる

前のある霊 のお方の形と性質 に関す る記

述があ ります。イテル書のその箇所 に書

かれた物語と真理 は，聖典 の中でも，非常

に強 く私の心 に迫 ってくるものです。

ジェレドの兄弟 とその一行が，主 によ

ってバベルの塔 から導かれたことは，皆

さん ご存 じのことと思います。彼 らが海

のある所 まで来ると，主 はそれを渡 るよ

うにと命 じられました。 そこで彼 らは8

隻 の船 を造 りました。やがて航海の準備

も整いました。 ところが，船 にはす き間

がなく，そのままでは， 中は暗闇の世界

です。

そこで，ジェレドの兄弟は，光 をくだ

さるようにと主に祈 り求めました。彼 の

信仰は，それまで地上 に生を受けていた

いかなる人よ りも強いものでした。そ し

て，実際に主か ら，「われ に何 を備 えられ

んことを願 うや」(イ テル2：25)と の答

えがあったのです。

ジェレドの兄弟 は行 って，岩から16個

の石 を溶か し出 しました。それから彼 は

山に登 り，その石 に触れて，光を出す石

にしたまえと主に祈 り求めたのです。私

はこの人が16個 の石を持 って山を登って

いく姿 を思 い浮かべると， いっ も心に熱

いものを感 じます。その後， この16個 の

石 は船 の中に置かれ ました。

ジェレドの兄弟の信仰は非常に強いも
のば

ので した。 そして 「主がその手を伸 して

一 つ一 つ石 にその指をさわ りたもうと
，

ジェレドの兄弟の目から幕が取 り去 られ

て， ジェレ ドの兄弟は主の指を見た。そ

の指は人間の指に似て血肉の指 のようで

あったから， ジェレ ドの兄弟は恐怖 に打

たれて主の前 に倒れた。

主はジェレドの兄弟が地 に倒れたのを
なにゆえ

見て 『立て，何故倒 れたるか』と仰せに

なった。

そこで ジェレ ドの兄弟は，主が血肉の

指 を持 っておりたもうとは知 らなかった

から，主の指を見て，主が私を打 ちたま

いはせぬかと思ったからであると答 えた。
なんじ

すると主 は 『汝の信仰厚 き故 に，われ

はわれがこの後血肉を受 くる事実を汝に
ごと

見せたるな り。これまで汝の如 き大いな
きた

る信仰 をこめてわが前 に来 りし者なし。

汝 も， もしこれほど熱 き信仰を持たざり
あた

せば，わが指を見 ること能わざ りしなら

ん。汝 はわが指 のほかに見 たるものあり

や』と仰せ になった。

そこでジェレ ドの兄弟は 『主よ，指の

ほかには何 も見ざりき』」と答え， さらに
みすがた

勇気 を出 して，「『御姿 をわれに見せたま

え』 と願 った。
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すると主はr汝 はわれがこれよ り告 ぐ

ることを信 ずるや』と言いたもうたから，

ジェレ ドの兄弟は 『主よ，汝 は真実の満
のたも

ちたる神なる故，偽 りが言えず真実 を宣

うことを知 る』 と答 えた。

かれが こう言うと，主 は現われてその

姿をジェレ ドの兄弟の目に示 して言 いた

もうた 『汝はこれらのことを知る故 に，
あがな

もはや始祖 の堕落 より腰われ，帰されて

わが 目のあた りにあ、り。故にわれは汝に
たい

現 われてわが体 を汝 に示す6

見 よ，われはわが民を瞭うために創世

の前 より備 えられたる者な り。』」

これは，キ リス トがベツレヘムでマリ

ヤから生 まれる約2，200年 前 の出来事 で

す。 しかし主 はその山で， ジェレ ドの兄

弟の前に立ち，こう宣言 されました。「わ

れはイエズ ・キリス トな り。』・一 わが名

を信ずる一切の者 はわれによ りて永遠に

光 を受 け，またわが息子わが娘 となる。

われはこれまで，わが造 りし人間 に現

われてわが体 を示 したることなし。」

この箇所に，霊が どのような形をして

いるかについての説明があります。「汝 ら

がわが形 にかたどりて造 られたることを

今汝 は見ずや。」

主 はこの偉大な予言者 に， ご自身の霊，

すなわち，肉体 をお受け になる前のイエ

ス ・キ リス トの霊 は， ジェレ ドの兄弟の

肉体 と同様の形であったことを示そうど

されたのです。「汝らがわが形 にかたどり

て造 られたることを今汝 は見 ずや。最初

に一切の人々はわが形にかたどりて造 ら

れたり。

見 よ，今汝 が見るとの体はわが霊体 な

り。われはわが霊 の体 にかたごりて人を

造れり。 われは今 わが霊 のまま汝に現わ
そな

るると同じ形 の肉体 を具 えてわが民 にも

また現われん。」(イ テル3：6-16)

この記述はひとつの偉大な真理を教え

て くれます。神の霊の子供 といわれる私

たちが どのような存在かという点につい

ての明確 な知識です。私 たちは，地上に
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「私なちが この地上に来たのには
，

ひどつの目的がある。

それは，試練を経験 し，

試 しを受 けるこどビある」

来る以前から舳 群 を持ち稗 在しザ、1に 来たのには識 とつ媚 的があるとど

名前 を持 っな，rそれぞれに別個の存在で1が わか ります。 その 目的とは，試練 を経

した。1験 し，主から命 じられた ことを行なうか

ア ブラハ ム鶴 、泊分 が舜 け躍啓示 牽記 ごうか試レを受けることです。

録 したも のの中で，・神 の子供 としての私1人 間どレてこの世 に生 まれてくるに際
の

たぢの存在 について，し界 つかすばうし 域 神 がもうけてくださった私 たちの霊

いこ'とを教 えて くれて い1ます。 は，r両親か ら授 けられる肉体 をまとって

「さ奪 主髄 纏7ラ ノ嘩 熊 のrr曝 す・殖 迎えると・この霊と肉体は、

世峰先だちて緯織され挺る英智たちを見 分離します。腎・どのような人の場合でも，
しか

せ存拳いなりきず
、而 して鰐 ヒれ らすべで 死 は必ず この 霊 と肉体 の分 離 をもた ら

のものの中には，高貴 にして偉大なるも します。肉体 はやがてち り，すなわち地 ..

の多 くあ りた り。、 上の物質 に戻 り，霊 に霊界へと戻 ってい
よ

・神， これ らの霊 を善 しζ見たま瞬， こ き審す6

れ らの霊④中に立ちて言いた藷ネリ， ご 復活ゐとき1こぽ，r'霊は再 び肉体 をまと 一

れら㊨煮 をわ力斗統治者 となさん脅、神，霊 っ てひ と一つの結合体 とな り，決 して分

な りしこれらの者み中 に立 ちて，これを 離しなくなゆま.す。「死にたる者よ り復活

善 しと見た まいたれば訟 り。」 ㌦ ずることは，霊 と体 とを瞭うことなり'。」

'皆 ざんも私 も，、、そして，・との地上!こ生 、(教 義 と聖約88：16)

を 受 けるよ うに定めう弗ていた・父なる これ らの聖句から，私 たち神 の子供に

神 のすべての雛 の子供 が，その場 に吟ま ぽ3段 階の状態 がある ごとが わか りま

し縞 呂 、すら アブラハムはその段階を1「位」.と呼 .
ごと

「これらの者の中にll神 の如 毒者乙 入 んでい
、津す。私たちは，、前世で神 ㊨霊の

み』
立ちて共に在 りし者たちに言い けるは，'1子 として過 ごじ，今 この地上 においては，

くね

われ飾降 ゆ行かん6牟 しこに空間あれ揮 死すべき存在とし亡生活しています・そ

なり。」彼うは・'今のこの弛球餌あった空 して将来は，復矯を通して再び身と霊

間を購 しだ6ぞ 解 靱 、蓼，耶 脱 が結合熔 碗 不滅の状愚こ婦 のです。

靖 拠 薮 樹 繍 欝 師 かん・ゆ 、 轡 んは・アブラハムの記録の中。こ・
しこに睾聞あれば鍛 り'よ而してこれらの 主が霊界に諮いて次の声うな約束をされ～

材料をとり℃ 、これらの者(神 の霊め子 たことが書かれてい蜀の鷺覚え七おられ

供)の 住審うべき地を造らんφ1る と思いまサ。「最初の位を保っ者は更に

調 しでデこれ硲よりて彼らゑ試切 何 附け加ネられ…一第ユ㊨位を保つ者は，
にても毒れ，主なる彼らの神の命じたま とこしえに栄光をその頭に附け加えられ

いな ヒ

わんすべてのことを彼 らが為すや否やを ん6」 ♂(アブラハ今3：26)一

見 ん%こ の死すべ，き世 にいて，肉体を 「更に
くらい

酔 て曝 榊 位.・C当翻 霊鰍 態〉 棚 加えら萄 ていることを考えると・
を保っ者は更に階け加衆ぢれ，『最初の位 私たちが第一の位を保ったことは明らか

を保左ざる者は醤最粉の位を保う者と、向 で す。また福音は，来世すなわち第三の

じ王国にて掌皆得 るごとなか昏ん。而 マ げ位 匿おいて〆 とこしえに栄光 をその頭に

て，第二の箪(現 在私斥餐がりる∫'この 泥 附捗加 えられんゴためにはデ こ㊨第二の

死すべ き状態禰期 間〉、を保つ者 は〆と こ.， 位 をざのよ うに保た参げればならないか

しえに栄光 をそ、の頭に附け加 えられん。」 も教 えてい ます。.

(ア ブラハム3： 飽 一26)}こ の教会に属する人々を除いて，人間

これ'らの聖句 からヂ私 たちがこの地上 とは何かという天に関するすばらしい永
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』「復活のどまには，

霊ぱ再び肉体をまどっτ，

ひとつの結合体どなリヂ

1映 しτ発離しなくなる」

遠の真理 を理解 している人はいません。

幸いにも私 たちはヲし人聞は何者 であり，

どこから来て，.なぜ地上 にいうか， また，

どこへ行 くかを知 っています。そして，

非常 に重大なことですが，私 たちは， 自

分が行きたいと思 うところへ行 くには何

をしなければならないかも知 らされてい ・

.るのです。地上での行 ないの大切 さをこ

の世 で知 らされている私 たちは，非常に

幸運です。

また，うれ しいことには，私 たちは自

分たちが将来 どうなるかについて，数多

くの真理 を授けられています。主1ま初 め，

福音 をアダムに啓示 し，後の各神権時代

にも福音を与えられました。

アダムが，自分 に啓示 された福音 を子

洪たちに教 えた後に，サタンは彼 らの中 灘
こ と ば セ聖に来 て

，「アダムとイヴの雷を信ずるなか1

れ」と言いまし為。 そして・彼 ら1ま(多

くの点について)「アダムとイヴの言を信」

じなくな りました。(モーセ5：13)

ア ダムから洪水 までの間の時代 に，エ ・

ノクは私 たち が今 持ってい る知 識 を得

て， それを受け入れる人々が住むひとつ
まち

の市を作 りました。 この人々の生活が非

常 に清い ものであったため，エノクの市

は地上か ら取 り去 られ ました。 しかしそ

の一方で，堕落 した人々は邪悪 な行 ない，

戦争，流血 に明け暮 れていたのです。

ノアも福音を知っていま帆た。 またエ

ノクからノアの時代 までのほかの予言者

たちも，人々に福音を教 えていました。

しか し，主 が悪 を一掃 し，後に地上 に生

まれてくる霊たちに新たな出発 の機会を

与えるために洪水を起 こすまで，人々は

福音 を拒み続けました。

私たちはアブラハムとそれ以降の正 し

い人々について も知 らされています し，

さらにイエス ・キリス トの導 きと教 えの

業 について も教 えられ て います。イエ

ス ・キ リス トが時の絶頂にこの地上 に誕

生し，福音を説かれたこと， また偉大 な1

犠 牲を捧げ，悔 い改めと正 しい生活を条

件 に，罪の清 めの道を開 き，復活 をもた

ら』してく、ださったことを学んで瞬ます。，

ジェレドの民や二一ファイ人にういて

も教え られて、います。』

私たちが生 きている、のは最後の神権時

代 です。やがτ救 い主が再臨 し，地上を

罪悪力)ら清めると毒が来零す・

私たちは，3段 階の栄光があることを

知 っています。復活の とき，人はそれぞ

、れ 日，、月，星 の3種 の栄光のいずれかを

受 け，不死不'滅の体 になってよみがえり

ます。

この復活 にっいて，主は予言者 ジョセ

叉 ・スミスに，.次のように言 われました。
まこと

「さてわれ誠 に汝 らに告 ぐ
。そ もそも ・

汝らのために為 され懸蜀罪の順い』(キリ

_ス トの蹟 い)に よりて，死せる者よ りの

復活 は来 るな り。

また死 にたる者より復活することは，

霊 と体 とを腰 うこζな り。

されば・ この睾 と体 との順 いは すべて

の ものを生かす者(イ エス ・キ リス ト)

によ りて来 り，地の貧 しき者 と柔和なる

者 は地をつぐべ しとその生かす者 の胸の
うち

中 、に 定 め ら れ た り。
もつ さかえ

これを以て， 日の栄を受 くる備 えを為

さんために，地 はあらゆる不義 より必ず

聖 められざるべか らず。」

これが地球 の行 く末です。・地球 は人間

が死すぺき世 を過 ごす場 として造 られた

だけでなく， 日の栄 にふさわ しい人々の

永遠の住 まいとして造 られた ものなので

す。
つ く

「およそ
，地はその創 られたる目的 を

おんまえ あ

満たしたる後，父なる神 の御前 に在 ると
かんむり

言 う光栄 の冠 を受 くべ け紅ばな り。
つ

これ， 日の栄の玉国 に属 く人々 は限 り

なくいつまで も地 を所有せんがためにし ・

てまた地はこの意志 を以てそれが造 られ，
か

且つ創造せられ， またこの意志を以て人

人 は聖 めらるるがためなり。

またわが汝 らに与えたる律法， すなわ

ちキリス トの律法 によ りて聖め られざる
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者たちは別の王国，すなわち月の栄の王

国または畢⑰栄の王国をつがざる飛から

ず。，

そは， 日の栄の王国の律法(イ エ ス ・
あな

キ リス トの福音)に 従 う能わざる者 は日
た

の栄 に堪 うる能わざればなり。

また，月の栄の王国の律法に従 う能 わ

ざる者 は月の栄 に堪 うる能わず。

また，星の栄の王国の律法に従 う能 わ

ざる者は星の栄 に堪 うる能わず。この故
かな

に， この者は栄の国に適 わざる者な り。

これ を以て この者は栄の国 にあらざる一

種 の国.に堪 えざるべからず。」(教 義 と聖

約88：14-24)

私 たち末 臼聖徒 は，天父，御子， そし

てあらゆる時代の義人が住む日の光栄の

王国に昇栄 し，、永遠 の生命 を受けるには，

イエス ・キリストの福 音が説く原則 と儀

式に従わなければならないことを知 って

います。 そのためには，正直であ り，清

く，正 しくなければなりません。また，

、思いにおいて もシ行 ないにおいても，汚

れを一切遠 ざけなければいけません。

私 たちは， 日々の生活において天父の

助けが得られるように，・熱心に祈 らなけ

ればなりません。

人間は神の子供であるという事実 に対

して本 当 に心 を向け るなら，私 たちは

神の子 と呼 ばれ るにふさわしい生活 をし

なければな りません。 また，天父が第二

の位 を守る人のために備 えておられ るす

べての祝福 を受 け継 ぎたいと望 む者 とし

て も，それ にふさわ しい生活をしなけれ

ばな りません。

神 の子であるということがどういう意

味を持つのか， また，人間にはどのよう

な可能 性があるのか， その偉大な祝福 を

得るには地上でどのような生活 をしなけ

ればならないのかという点 について，皆

さんがさヶに理解 を深めていかれるよう

に望 むものです。

私 たちは，人間の本質， また神 の子で

あるということがはたして どの ような意











メ ソア メ リカ の一 部 を 示 す略 地 図 。 テ ワ ン テ ペ ク湾 付近 の メキ シ コの 南

部 と グア テ マ ラ西 部 を 含 む 。 この 地 域 に つ い て は ，記 録 す る制 度 の あ っ

た場 所 は 地理 的 には っき り と確 認 さ れ て お リ， それ ぞ れ の 年代 は ，そ の

場所 にお け る最 も古 い 事例 を表 わ して い る 。(1〉メキ シコ ，オ ア ハカ の モ

ンデ ・ア ル バ ンー 紀 元 前800年 頃 ，(2〉メ キ シ コ の トラ テ ィル コー 紀 元 前

500年 以 前 ，(3)グ アテ マ ラ のカ ミナ ル フユ ー(第10石 碑)一 紀 元前150年

頃 ，(4)メ キ シ コ の 中央 ベ ラ クル ス(ト レス ・サポ テ ス〉 一 紀 元前30年 頃 ，

(5〉グア テ マ ラ と メキ シ コの低 地 マヤ ー 紀 元300年 以 降 ，(6)メ キ シ コ・の テ

オテ ィ ワカ ンー 紀 元300年 頃 ，(7)メ キ シ コ 中 央部 の ボ ル ジァ 古 写本 一 紀

元650年 頃 ，(8)メ キ シ コの ヌ イ ン(ミ シ ュ テカ ・バ ヤ)一 紀 元600年 頃 ，.

(9)メキ シコ ， ベ ラ クル ス の タ イ ンー 紀 元600年 ，(ゆグ ア テ マ ラ の コツ マ

ル ワパ ー 紀 元600年 以 降 ，(11)メキ シ コ ，モ レロ ス の シ ョチ カ ル コ・一紀 元

800年 頃 ，(12)メキ シ コ ，オ ア ハカ ・グエ レロ の ミ シ ュテ カ ー 紀 元700年 以

降。(13)メキ シ コ 中央 部 の トル テカ ー 紀 元950年 頃 ，(圃 メ キ シ コ の アス テ ・

カー 紀 元1450年 以降

ンディアンの歴史」であるという言葉 が

ある。この表現 には，調査不十分 な仮説

が数 多く含 まれている。例 えば，聖典を

通常 の意味で過去のある国家な り領地な

りの主要な出来事を体系的かつ年代史的

に網羅 した歴史書だとしている点， アメ

リカインディアンを単独 の集団とする点，

聖典 中の歴史的かつ文化的 な研究材料が

書かれている，英文 のモルモン経にして

およそ100ペ ー ジあまりの部分 に，おそら

くは西半球 の全歴史が書かれているもの

とす る点な どである。 このような調査不

十分な仮説を もとに論が進 められれば，

批判する側 も同 じようにして反応を示す

ことになる。古代の原典 そのものを批判 ・

するのではな く，原典 について立てた仮

説の方を批判 するようになるのである。

その結果， モルモン経にかかわる情報

については，見当違 いの 「証拠」やあて

にならない論理，そして矛盾 しな結論 と

いった問題 を抱 えるようになって きてい

る。 それゆえ， これ まで行なわれてきた

末 日聖徒 による比較研 究の多くは，聖典

分析の面で も，考古学上 の諸事実 という

面でも，誤 った情報 を与えられてきてい

る。他方，そうした比較研究を試みてい

る少数の考古学 を職業 としている人たち

は，次のふたつの点でしばしば過ちを犯

している。(1)モ ルモ ン経 自体 について，

つま りその中に書かれていることと書か

れていないことについてあまり知 らない。

(2)考 古 学上 の細 かな点について適応す

.る時代はいつか，古代アメリカ奄その舞

台として最 も可能性 の高いところはどこ

かといったこ孝を適切に考察 していない。

実際のところ， ある出来事や特徴の正確

な年代や場所 について十分 な研究が行な

われ，信頼 に足る記述ができるようにな

ったのは，ほんの ここ数年のことでしか

ないのであ.る。

モルモ ン経 を研究する者 は， そこに書

かれている情報を常に最新 のものにして

おぐことによって，モルモン経について

の考 え方の幅 を広めていくことをいとわ
せきがく

ない。当時教会 で最 も優 れた碩学のひと

りであったB・H・ ロバーツの著作の中か

ら，その例 をあげてみよう。 ロバーツ長

老 は，お もに1922年 に著 わしたいくっか

の著作の中で， モルモン経 と， エサン ・

ス ミスというニューイングラン ドの牧師

が その100年 程 前に書いた「ヘブライ人の

夢」という題の空想的 な小説 との比較研

究 を試みた。批判家の中に，予言者 ジ ョ

セフ ・スミスはそのエサ ン ・スミスの小

説 を下敷 きとして使 ったのだという老が

いたからである。pバ ーツ長老 は1、この

「ヘブライ人の夢」と
，古代アメリカの

民族 と文化 に関マ る当時の学問的な文献

とを研究 し， それをモルモン経 と対照さ

せてみたのである。

しかし残念なことに， その当 時古代ア

メリカ文 明について正 しいと思われてい.

た ことが，現在では，不完全 な，そじて

場合 によっては不正確な情報をもとにし』

たものであることが証明されている5例

えばロバーツ長老 はその研究の中で，当

時一般 に広 く受 け入れられていた，一モル

モン経 は西半球全体 の歴史書であるとい

う概 念を基本 において いる。・しかし現在

では，、ζ・たつの面で(特 定の分野の研究

材料についての知識，およびモルモン経 .

分析 の手法)モ ルモン経について ロバー

ツ長老が立てた仮説の中には間違 ってい

るものがあったことがわか っている。

考古学者たちによるモルモン経批判 の

中には，最 も広 く流布 されているふたつ

の文献(故 ロバー ト・ウォーコープの本

と10年 程前のマイケル ・コウの論文 〔注

5〕)が あるが， このふたつともやはり同

じ壁 に突き当たっている。 この著名な学

者はふた りとも，モルモ ン経の反論の根

拠に前述の不幸 な仮説 を使 っている。す

なわちモルモン経は， アメ リカインディ

アンを含む新世界全体 の出来事 について

書いた記録 であるとする仮説である。当

然の ことながら，ふたりの出 した結論 も，

一部の末 日聖徒 が到達 した結論 と同様 に

誤 ったものであった。

モルモン経 を古代の記録 として，外部

の資料 がら得た情報 と比較 し研究する場

合，その対象 となる諸事実 は，ある特定

の時代 や地域 に限定 したうえで引き出さ

れたものでなければならないことは明ら

かであ一る。例をあげてみよう。パウロの

書簡 を取 り巻 く環境について説明するに

あたって，パウロの著作活動がユダヤ人
ほしゆう

の捕 囚があった時代 にバ ビロンで行 なわ

れたとで もいうかのように扱ったとした

ら， その説明はまるで意味のないものに

なって しま'う。 それゆえモルモン経 と，

古代 アメ リカにおけるモルモ ン経の歴史

上の舞台について考古学者がこれまで研

究 してきた内容 とを比較研究する場合，

私たちは同じように，できる限 りその出

来事 の起 きた場所 と時代 とを明らかにす

る義務 を負っ宅いるのである。
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記録の性格

モルモ ン経について， ほかにも重要で

新 しい考 え方がある。それは，モルモン

経 というのは，今 日使われているような

意味 での歴史書ではないということであ

る。 ある特定の領土 に起 こったことをそ

の まま書 き留 めた ものというよ りは，む

しろ旧約聖書 のようなものであって，第

一義的には
，主の霊感を受けた予言者た

ちの書いた家族の記録なのである。 こう

して見ると， モルモン経 というのは，重

要な点で 「種族の歴史書」 と似通ってい

ることがわかる。これに分類 される記録

というのは， その一族の起源 だとか，な

ぜ 自分たちが神 に選 ばれたのかとか，あ

るいはまた一族の命運にかかわる重大な

事件 だとか， その権力機構がよりどころ

にしている証文だとか， ほかの部族 との

かかわりとかいったことについて精選 し

た情報を残 しているものである。 どの種

族 も，ほぽ決 まったようにこの種 の歴史

記録 を利用するのは，その領土の境界線

をはっき りさせ，権力を誇示 し，その社

会構造を安定 させるためであるとともに，

その成員 に自分たちが何者であるのかを

はっきりと教 えるためでもある。

それが書かれた ものであるか口承 であ

るかにかかわらず，古代文明や部族 の歴

史記録のほとんどは， このたぐいのもの

である。(注12)そ う した記 録は，その領

土で 「起 こったこと」 を総合的 かっ体 系

的に記録 しているわけではない。実際そ

の種族が， ある地域全体 を支配 していた

わけではなかったかもしれないからであ

る。(ア ブラハムの場合 も同様である)こ

うした種族が，単にある社会の一成員で

しかなかったこともたびたびある。 ほか

の同じような種族 と並立関係 にあったの

である。私 たちの大部分 は，公的な国家

というものを歴史の重要 な主題 と考 えて

いるが，こうした種族はその国家という

枠の中にいた場合 もあるし，枠の外 にい

た場合 もあるのである。

例 えば旧約聖書における族長時代の記

録 というのは， いわばある種族の記録で

ある。そのため，まず第一 に書かれてい

ることは， その種族 にとって重要な歴史

的事件であり， また種族 の指導者たちが

神 から受 けた偉大な真理である。旧約聖

書の場合， アブラハムがメソポタミヤ北

部を出発 してカナ ンに入 り， そしてエ ジ

プ トに至 るまでが書かれている。この間

アブラハムの家族 は，ほかの様々な種族

や文化圏と密接なかかわ りを持 ったはず

であるが，記録上ではほとんど無視 され

ている。 ウル，ロ ト， アビメレク， ゴモ

ラ，「5人 の王」， メルキゼデクといった

名称 も，ほんの少 し登場するだけである

が，それ は， そうした土地 や人物は本質

的には場面の一部 にしかすぎないか らで

あって， ほとん どの場合， イスラエルが

約束の地でその地位 を得た過程 と理 由と

を語 る際 に， その舞台を助 ける脇役 とし

て登場 するだけなのである。

二一ファイ人の記録 もジェレ ド人の記

録 も，こうして同じような特徴 を備 えて

いる。ご一ファイの種族の最後 の記録者

であったモロナイが記録 を書 き終 えて埋

めたのは， 自分の周囲に記録 にとどめる

必要のあるような歴史がなくなったから

ではない。(モルモン8：1-9;モ ロナ

イ1：1-2参 照)そ うした出来事 が，

単なる自分の種族の歴史の一部ではなかっ

たからである。(も ちろん，ほかにももっ

と重要 な理由があったからこそ，記録 を

終 えて封 じたのではあ るが。モロナ イ

1：4と 前書 きを参照)そ うすると，モ

ルモンが抄録 に際して， いわゆる 「ミュ

レクの民」 と呼んでいるゼラヘムラの民

についてほとんど無視 している理由 も明

暴
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らかになってくる。数の上では，二一フ

ァイ人をはるかにしのいでいたにもかか

わらずで ある。(モ ーサヤ25：2-3参

照)イ テルもまた， あの王座 を奪った支

配者たちについては，特別の関心を持 っ

て記録 していたわけではなかった。 おそ

らくは彼 らは対立する種族の支配者 であ

って， 自分の先祖たちを獄 に入れ，王座

を奪 った人物であったはずなのである。

実際のところ， イテル書にはその支配者

たちの名前す ら登場 して こない。(イテル

10130-31111：17-19参 照)ジ ェレド

の種族 の民にとって， その支配者たちの

名前 は，重要ではなかったということで

ある。

ここで重要 なのは， こうした古代 アメ

リカの記録 が，その記録 を守 る中心的な

家族の運命を主題 にしていたことである。

ほかのことについて書 かれることも時に

はあったが， そうしたことは単にいわば

中心 となる劇 に必要 な背景や小道具 とし

て， その役割 を果たすために置かれたに

すぎないのである。時には数世紀にもわ

たる期間が省略 されることすらあったが，

これも二一フ ァイやジェ レドの子孫の運

命 を決するにあたって決定的な要素 にな

ると思われることが，その間ほとんど起

こらなかったためであることは間違 いな

い。

考古学 の限界

以上見てきたことから，モルモ ン経の

記録 は近代的な意味 での国家 というもの

について書 いたものではないことがわか

る。むしろ通常 は統治権 の系譜 について

書 いている。 しかし統治権の系譜 という

のは，考古学からはほとんど見 えないの

である。そこに問題 が生ずる。青銅器時

代のエジプ トにあった，あの有名な ヒク

ソス王朝についても， また1千 年前 のメ

キシコに存在 し，現在ではかな り論議の

進 んでいる トルテク族の支配者 について

も，その遺跡 と理論 的に関連づけること

すらできないでいるの である。(注13)メ

ソアメリカにっいて現在入手できる考古

学，言語学，歴史学上の証拠の性質から

判断 して，特定の部族の確実な足跡をさ

ぐることはほとんど不可能である。二一

ファイの種族 らしきものについてすらで

きないのであるか ら，ましてや個人 につ

12

いてはお手あげである。 こうした問題 は，

古代文明にかかわる歴史の研究には必 ず

ついて回る。専門家の間では， ヨシュア

の時代 とそれ以前 にエ リコの周囲 に出没

したイスラエル人の侵略者たちがどうい

う種族 であったのかといった問題す ら，

決着がついていないの であ る。(注14)ヨ

ル ダン川近辺 に，「イスラエルここを渡れ

り」 と書かれた記念碑 があるわけで もな

く， ゴセンの地があったと思われる場所

を確定できるようにエジプ トの どこかに

標識が立て られているわけでもない。 だ

か ら，聖典に書かれている記事 と関係 が

あると思われるような習慣や居住地を捜

しだすほかないのである。

しか し，ひとつの解決(例 えば， この

地層か ら出土 した新 しい型の陶器 のつぼ

は， イスラエル人の入植があったことを

示 しているに違いない といったこと)が ，

ひとりでに 「諸々の事実」から出てくる

わけではない。ある文書や伝統の内容 が

実際 に出土 したものと一致 していると主

張する学者がいて も，それは納得 できな

いとする学者 もいるか もしれない。実際，

そうした仮説に激 しく反論するか もしれ

ないのである。「ポポル・ヴフ」 という高

地グアテマラの種族の歴史書 があるが，

これには， メキシコの文化様式 を持 った

少数の戦士の一団が，およそ600年 ほ ど前

にその地 を支配するために侵 入して来た

と書 かれている。 また， ニュージーラン

ドのマオ リたちは，中央ポ リネシアから

カヌーで渡 って来たと思われる少数の人

との子孫であると考 えている。資料 とし

て は，それ ほどはっきりしたものがそろ

っているわけではないが，ふたつの伝説

の証明 に使 うことはで きる。 しかしその

証拠能力は非常 に低 いため，この種 の話

題 に関 しては絶 えず学者たちの間で議論

が沸騰 しているのである。

以上のことから， 二一ファイの地にお

ける古代の生活についてモルモン経に書

かれている内容 と，.メ ソアメリカの生活

様式について最近の研究からわかること

とを比較 して，数々の重要 な合致点が確

認できるもの と仮定 してみよう。そうす

れば可能性 としてだが，私 たちは聖典 に

関係のない歴史的事象 を扱 う人々と厳密

に同 じ土台に立って物 を言 うことになる。

モルモン経の本文 と，実際の出土品と

の間でこうした関係 を確立 することは可

能 だろうか。 もちろん可能である。これ

は著名 な考古学者たちが，長年 にわたっ

てほかの様々な文献 と実地研究との間で

確立 しつつある関係 とまったく同じ関係

なのである。特 に近年 では，聖書の歴史

に関 して， この面で大 きな業績 があげら

れている最 中である。

考古学者たちは，古代の生活の多くに

ついてはいまだにかな り情報不 足である。

この理由 は，単に陶器 の破片や石片や崩

れた壁 を基礎 にしている限 り，信仰，社

会機構， そして個人 といったことについ

て結論 に達 するのは不可能だからである。

しかも， いつの時代であっても，地中に

埋 められた大量の物的証拠の中から考古

学者たちがこれ まで掘 り出 して きたのは，

そのほんの一部で しかない。 それゆえ，

古代 において何が存在 したのか， また何

が存在 しなかったのかということについ

ては，私 たちはいつも驚かされている。

文化 に関係 する出土器の研究 に， ほかの

情報，例 えば歴史言語学，碑銘研究，生
どうてい

物学的人類学，植物の同定といったもの

の助けが加 わったとしても，私たちはま

だ断定することはできない。 それゆえに

こそ，考古学上の発見に関するあらゆる

解釈 は，「これまでのところ」とか 「……

と思われ る」 といった静かな言葉で行 な

われなければならないのである。

そうしてみると，考古学には考古学固

有の限界があることがわかる。そのため

に考古学者たちは， 自分たちの発見 にな
あいまい

る，限られたかつ曖昧な資料 を基 にして，

筋の通 った， しかし決して確定的ではな

い推理 をすることを余儀なくされている

のである。例 をあげてみよう。エール大

学のマイケル ・コウは， アステカ族特有

の神々と，それよ り2，500年 程 さか のぽ

るオルメカ族の偶像 との間に関連 を見つ

け出そうとしている。アステカ族の神々

の特徴 にっいては，おもに16世 紀の スペ

イン人が記録 した伝 説からわかるだけで

あるが， コウの推論では，オルメカ族の

偶像 も， アステカ族の神々の持 つ特徴 と

ほぼ同様の特徴 を備 えた神々 を表わ して

いたのではないかとみなしている。(注

15)し か し，コウの同僚 であるジョージ・

カブラーは，同一の情報 を素材として使

いながら，この説 に対 して真 っ向か ら異



論 を唱えている。(注16)し か し， これも

資料 をどう判断するかの問題である。一

方，例 えばユダヤといったかな りよく知

られているはずの地域 についてさえ，解

釈 はきわめて多種多様である。ウィリア

ム ・F・ アルブライ ト教授 は，60年 程前，

テル ラキシの遺跡 というのは旧約聖書 に

アッシリアとバ ビロンの侵入 に関連 して

登場する 「ラキシ」の町の跡 に相違ない

と断定した。教授がそう断定 した根拠 は，

紀元4世 紀のエウセ ビウスの書いた古 い

文書にある。 ここにあげられている数々

の遺跡や里程の記入から，問題 のテルア

キシ遺跡がおそらく旧約聖書 に登場する

町の遺跡であろうとするのである。 シカ

ゴ大学の アールス トロム教授 は， この鑑

定の結果 に異論 をさしはさんでいる。 ま

た，長年 にわたって この遺跡の研究 にた

ずさわっているテルア ビブ大学のデビッ

ド・アシシュキ ンは，鑑定の結論が状況

証拠にのみ頼 っているとしなが らも，彼

の考えでは， その結論 は 「きわめて可能

性が高 い」としている。(注17)

モ ル モン経の研究者の多くは，現代の

グアテマラ市の一部にあるカ ミナルヤユ

の大遺跡 というのが， モルモン経の中の

二一ファイの市と符合するのではないか，

と考 えている。こうした推論について は

立証可能であろうか己 もちろん不可能で

ある。 しかし， そうした可能性 を高める

にあたっては，現在 の最 も進んだ考古学

の考 え方から導 き出される様 々な手法 に

従 って行 なわれているのである。L・R・

ビンフォー ド教授の主張によれば，「考古
あいまい も こ

学上 の記録 にある諸事実が曖昧模糊」 と

している中にあって， そうした曖昧さを

前 にした考古学者たちは，「細心の注意 を

払 ってあらゆる可能性 について検証 した

うえで，最 も可能性 の高 いものはどれか

判断を下さなければならない」のである。

欝

鞭灘。
鱗

鐵

、'髭

撚魏 蕪

写真からは，遺跡から

信頼に足る情報を得る

ことのむずか しさがわ

かる。

羅

擁

遺跡から出土した破片は

復元可能である。これは，

遺跡の崩れた墓の中から，

ふたつに割れて出土した

容器を復元した偶像の写

真である。

羅

囎

露

灘

言い換えれば，可能性 が高いか どうかと

いうことが，考古学上打 ち立て られたあ

る説が正 しいかどうかを判断する基準 と

なるのである。(注18)

私 た ちができることはこれしかない。

結局，人の作 った歴史はもちろんのこと，

科学 というもの も，「永遠 に流動的」なの

である。 ポッパーは，次のように断言 し

ている。「確信 という我々の主観的な経験

の中においてのみ， また我々の主観的な

信仰の中においてのみ，『絶対 に確実』と

言い得 るのである。」(注19〉 科 学 には，

その 「主観 的な信仰」と同等の ものは存

在 しない。それにもかかわらず， ここ半

世紀 にわたる熱心な探求 に照 らしてみる

と，二一ファイ人の記録 に潜んでいる可

能性の深 さを考 えて，多大の興味 をそそ

られ るのである。

戦 争

専 門家の意見が劇 的に変 わって， モル

モン経の記述に一層納得するようになっ

た例がある。その良い例は，戦争に関す

ることである。 つい最近 までメソアメリ

カについては， その最盛期 には平和 な社

会 しか存在 していなかったという図式が

支配的であった。紀元300年 頃か ら800年

頃 にかけて見 られたマヤやテオディワカ

ンの壮大な遺跡がその例であるとされた。

(注20)マ ヤの指導者たちは， その時間

を平和 の うちに思索 にふ け り，複雑 な

神々を礼拝 し，優れた芸術作品を鑑賞 し，

その暦 を使 って哲学的 な研究に没頭 し，

そしてそのほかの時間は「新世界の賢人」

のように振 る舞っていたと考えられてい

た。紀元1000年 以 降になって初 めて，軍

隊 というものがメソアメリカの歴史で重

要な役割を演ずるようになったと考えら

れていたのである。

!950年 代 および1960年 代 になって，ア

ー ミラス
，ランズ，パラームといった(注

21)幾 人 かが， この図形は 書き変 える

必要 があ ると主張 したが， この主張に

耳 を傾 ける者はだれ もいなかった。 この

状況 に大 きな変化 を もた らしたのが，

1970年 にユカタン半島のベカンでチュー

レー ン大学 が行 なった発掘調査 である。

ここの遺跡 の中心部 は，周囲がおよそ2

キ ロメー トル，幅が平均16メ ー トルの堀

で囲まれている。 これを造 った人々は，

13



堀の内側に沿ってくいを打 ち込 み，防壁

を作っていた。デビッド ・ウエブスター

は，この築溝法に軍事的効果のあること

を認めて，次のように言っている。「外側

から 『上に向かって』投げることは， ほ

ぽ不可能である。防御側はおそ らく， そ

のさくに守 られて，や り投 げ器や投石器

を使い，近 づいてくる敵の上 に長距離用

の飛び道具 を雨あられと降 らせることが

できたであろう。」(注22)

この解説は，ほとん どアルマ書49章18

節 か ら20節 の焼 き直 しのようなものであ

る。しかし，スペイン人征 服者のコル テ

スも，同 じような種類の要塞化 された場

所 をいくつか見ていた。コルテスが1520

年 代 に，メキシコのタバスコとホンジュ

ラスの間にある森林地帯を進軍 していた

ときのことである。ベカンの遺跡は，モ

ルモ ン経の時代 よりもはるかにあとの，

大 して重要性のない遺跡のひとつだった

のであろうか。 ウエブスターは，ベカン

の堀 と城壁 は，紀元150年 か ら450年 の間

に造 られたものであると説明 している。

これはモルモンやモロナイが生活を し，

戦っていた場所 とほぼ同 じ時代 である。

(注23)

それ以来， この説を裏づける証拠が数

多く現 われている。今では，要塞のあっ

た遺跡 として知 られて いるもの も100カ

所 以上 になった。 レイ ・マセニーがエズ

ナで行 なった発掘作業 によって，キ リス

トの時代にまでさかのぽる大規模な堀 を

備 えた要塞 があったことも明 らかになっ

た。(注24)メ キ シコ峡谷 にあるロマ・ト

レモテは，丘の頂をさくで囲んだ居留地

で，その時代は紀元前400年 頃 までさかの

ぼる。(注25)有 名 なモ ンテ・アルバ ンの

長さ3キ ロにも及ぶ防御壁 の一部 は，紀

元前200年 以前 のものであるρ(注26)西

ホンジュラスにあるロス ・ナラニ ョスの

中心部 は，周囲が全体的に大 きな堀で囲

まれていて， これは時 には，紀元前500

年か ら1000年 頃 までさかのぼる もの もあ

る。(注27)実 際 の遺跡 のほか にも，絵

画，武器の遺物，兵士 の立像 といったも

のが長年 にわたって発見 されている。 ま

た，石垣 も同様 に発見 されている。(ア ル

マ48：8参 照)(注28)さ らに，一般公開

用の頭がい骨陳列台(ア ステカ語でツァ

ンパン トリ)が あったが， これはスペイ
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ン人の征服時代 にアステカ族が使用 した

もので，軍隊支配 に反抗 しようとする民

衆の心 に恐怖心を植 えつけるための もの

であった。 それが最近，オアハカのクイ

カ トラン峡谷で発掘 されているのである。

しかもその年代 は，キ リス トの時代以前

にまでさかのぽるものだという。(注29)

ヨー ロッパ人がアメ リカ大陸に到着 し

たときに見 られた戦争の慣習の起源が，

メソアメ リカの歴史のきわめて初期 にま

でさかのぼることが，だんだんと明 らか

になってきている。 しかしほんの10年 程

前には， この地域 の古代 の生活 について

書かれた出版物のほとんどが， この考え

方 とは完壁に矛盾する書 き方 をしていた

のである。

すでに時代遅れになった考 え方がいか

に学者たちをおびやか しているかを示す

ささやかな事件が最近起 こった。以前私

の教え子だった青年が，心配そうな様子で

私に手紙 を書 いてきたのである。彼の在

籍 する合衆国東部 のある大学 の担当教授

が，モルモ ン経の中にたびたび登場する

弓や矢は，紀元900年 以前 にはメソアメリ

カには存在 していなかったのだと彼の前

で断言 したので，彼 としては非常 に心配

しているとのことであった。 しかし私 は

彼に，メキシコの中央部で発見された陶

器の破片 には，そのような武器を持 った

人物の絵が描かれていたのだか ら，心配

しないようにと返事 を書 いた。その破片

の年代 は，その教授が 「認定」としてい

る年代 から，さらにおよそ3，800年 程 さか

のぼるのである。(注30)

アル マ書48章 か ら第三二一ファイ3章

までの間 に見 られる要塞 の描写， ジェレ

ド人 と二一ファイ人の記録 にある通 りた

びたび行 なわれた戦闘行為，死傷者数の

規模，使 われた戦法，武器の多様 さ，軍

隊の組織法， さらにモルモン経 の中で明

らかにされている戦争 に関するそのほか

の情報 は，最近 の研究でメソアメリカに

ついての私たちの知識が増すにつれて，

今では完全 にあ り得 ることと考 えられて

いるのである。

人 □

1560年 の こ と で あ る 。 バ ル トロ ー ム ・

デ ・ラ ・カ サ ス 神 父 は， コ ロ ン ブ ス の発

見 後2世 代 の う ち に， ノ バ イ ス パ ニ ア で

は4千 万人 ものアメリカ原住民が，「不 当

にかつ圧制 によって」滅んでいったと推

定した。(注31)ヨ ー ロッパ人が到着した

ときの西半球全体の人口について，1930

年代 になって人類学者のA・L・ クローバ

ーがはじき出した数字は
，840万人というは

るかに小さい数字であった。(注32)こ の.雪・

たつの極端 な数字は，ヨーロッパ人がアメ

リカ大陸に侵入する以前の人口を決定す

ることが，いかに困難であるかを物語 っ

ている。 よくあることであるが，人口の

推定 というのは，その推定 を行 なった人

の生 きた時代 を反映す るものなのである。

クローバーの算出 した数字が，大恐慌時

代の悲観的な世相を反映 した ものではな

かったとは言い難い。歴史家 も人類学者

も， ほかの学者 も影響 を受 けたのである。

これに反 して， ヘンリー ・ドビンズが繁

栄の1966年 に行 なった資料の分析では，

紀元1500年 にはアメ リカ大陸に9千 万人

の原住民が住んでいたと結論づけている。

メキシコと中央 アメ リカだけでも，4千

万人以上いたと言 うのである。(注33)

もち ろん人口の研究 とて，空理空論や

いたずらな解釈 を基礎 にしているわけで

はない。歴史的，考古学的資料 をさらに

入念に調査 し，専門家 たちが互 いに批判

し合 うことによって， それぞれの数字 を

修正 しているので，現実的 な数値につい

て一層深い理解が生まれているのである。

ウイ リアム ・デノバ ンは，1976年 に著わ

した 「1492年 に おけるアメ リカ大陸原住

民の人口」 という著作 の中で， こうした

議論をことごとく取 りあげて考慮 したう

えで，西半球 では合計5，700万 人 といった

ところがかなり妥当な線であろうと推定

した。彼はまた，メキシコと中央アメリ

カには約2，700万 人 いた と結論 づけた。

(注34)さ らにまた， フェルナン ド・デ・

アルバ ・イソ トリル ソチ トルは，メキシ

コ中央部のスペイン征服以降の歴史を調

べるにあたって，その資料 として現地の

文書 を用いたが，彼によると，10世 紀の

トルテク族 は数百万人の軍隊で戦争を遂

行 し，560万人以上が戦死 したと言 う。(注

35)お そ らくは誇張 もあるだろうから，

その分 を差 し引いて考 えなければならな

いが， それでもこの数字は筋の通ったもの

という枠からはみ出る数字ではない。 そ

れ より600年 前 の，二一ファイ人の戦死者
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翻鐵羅覇

藍

数23万 人という数字 も，同様 に枠内に収

まる数字である。(モルモン6110-15参

照)

数 十年前 に人口統計学者たちの出した

数字 は，モルモン経 の中に書かれている

記述 と合致するという点を見いだすこと

ができなかった。 ジェレ ド人 と二一ファ

イ人 の最後 の戦いで は，何百 万 とい う

人々が滅んでいったと書かれているから

である。 しかし現在 では，居住 した地域

に関する資料の分析，生態学，居留地の

大 きさ，戦争による死傷者数， そのほか

モルモン経 に書 かれている人口に関係す

メキシコ，カンペチェのエズナにあった

とりでを画家が想像して描いたもの。

灘韻麗
萄 灘

メ キ シ コ ，カ ンペ チ ェ の

べ カ ン ーでの発 見 に基 づ い

て ，要塞 と防 御 用 の 土手

の 一 部 を表 現 した も の 。

る要素 といったことの研究により，昨今

の人 口統計学 の変遷の中で，矛盾 もなく

現実性のある数字 として重要 な内容を持

つ もの とされている。 と同時にモルモン

経 の中に報告 されている断定的な数値 も，

最近のメソアメリカの研究から許容でき

る数値 の範囲に収 まっているのである。

金 属の使 用

批判者 たちは， モルモン経 に書 いてあ

りなが ら，古代のアメ リカにそれと一致

するものの存在が知 られていないという

物 品がある場合， それは特別 な問題であ

聖徒の道/1985年2，3月 号

ると考 えてきた。 しかしなが らこの問題

に関 しては， それを批判する者 も，さら

にそれに反論する者 も共に，聖典で述べ

られていることや，正 しい時代 と場所 を

定 める比較文化の資料 という点でも不十

分 な知識 しか持 っていなかったことがわ

かってきた。

長年 にわた り， メソアメリカの学者 た

ちは，この地域 には紀元900年 頃 の最盛期

の時代 のあとになるまで，金属工業は知

られていなかったと結論 していた。 とこ

ろが一方，モルモン経には，二一ファイ

人たちがほぼその歴史の初めか ら，鉄，
しんちゆう はカまね

銅，真 鍮，鋼，金，銀といったものを使

用 していたと書かれている。(II二一 ファ

イ5：15)さ ら にまた， ジェレ ド人たち

も， それより1，000年 以 上も昔に金や銀，

そのほかの金属 を使用 していたとある。

しかしながら新 しい資料 と新 しい解釈 に

よれば， ここでもモルモン経に明るい光

が投 げかけられるのである。

メソアメ リカの金属工芸品のほとんど

は， スペイン人の征服直前の数世紀の間

に作 られたものである。当時でも， その

地域 には豊富な金属材料 は存在 していな

かった。そのため， それ以前に作 られた

物が，おそらくは再 び使 われた り， また

は溶かされて鋳直された りしたので あろ

う。当然のことなが ら，そのような貴重

な品物が，考古学者 が発見で きるような

場所 に残されていた という例はきわめて

少ない。 これ まで発見 された初期の金属

製品は，一般的に量が少ない。 また墓や

神聖 な遺跡の中に捧 げ物 として意図的に

置かれた事実はその貴重さを示 すもので

ある。紀元900年 か ら紀元前約100年 に ま

でさかのぽる金属細工が，現在 まで12個

あまり発見されているが， その事実 は，

この人々 も金属細工 の知識 を持 っていた

ことをはっきりと示 している。 しか しな

がら，間違 いな く，いつの時代 であって

も金属製品というのは比較的珍 しく， ま

たかな り貴重 なものであった。パターソ

ンは，コロンブス以前の時代 に金属 が比

較的珍 しかったのは，当時の技術が未熟

であったことに関係があるのであって，

そのために金属の鉱床を採掘す るのが困

難だったのではないか， と推測 している。

(注36〉

い ずれにしても，，金属 を細工する技術
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メキシコ，オアハカのモンテ・

アルパンの遺跡。この写真か

らは，考古学上の発掘作業か

らどのような成果が生まれて

くるかがわかる。前方の建物

の年代は，キリストの時代頃

までさかのぼる。この建物に

は，太陽と月のそれぞれの位

置 と一直線につながる観測用

の通路があるために，観測所

てはなかったかと言われてい

る。しか し，実際の機能はい

まだに不明である。(写真撮影

ジエームズ・クリステンセン)

を持 っていたという証拠 について， ほん

のわずかな量 の初期の作品 しか発見 され

ておらず， これだけしか証明するものが

ないζいうのは，まったく驚かされるこ

とである。私 たちはペルー人たちが，紀

元前2，000年 以 降には，単純な金属細工の

技術 を持 っていた ことは知 っている。(注

37)ペ ル ーとメソアメリカの間に交渉が

あったことは，一般 に受 け入れられてい

ることであるから，金属 といった貴重な，

かつ文化的に優れた物が， もしペルーか

らメソアメリカに伝 わらなか ったとした

ら，私 たちは驚かざるを得 ない。(注38)

金 属 細工の技術が海を渡 って導入 された

という可能性 について考 えるまでもなく，

ペルー人が持 って いた知識か ら， この点

に関 して従来からの考古学の理論 には誤

りがあることがはっき りとわかる。また

実際に， メソアメ リカの民も見かけ以上

にこの種の技術 についての知識を持 って

いたこともわかる。

言語の研究か らも， メソアメリカで初

期の時代に金属が使われていたことが裏

づけられている。言語学者たちは，長年

にわたって現存 している関係諸語 を比較

研究し， その母体 となる基語 を再構築 し

ようとしている。 ロングエーカー教授と

ミロン教授は， メキシコのオアハカ州と

その一帯 で使用 されていた ミステカ基語

を一部，再構築することに成功 した。そ

の結果 によれば，金属(あ るいは，少 な

くとも 「金属の鐘」)を表わす語は，紀元

前100年 頃 には，すでに使用されていたも

のと考 えられる。(注39〉 ツ ェル タル・ツ

ォトツ ィル諸語に関するカウフマンの研

究によれば， マヤの地域 には金属 を意味

する語 がもうひとつあって， その語源は

紀元500年 頃 までさかのぼることができ，

同 じ語源の語 がワステカ語にも見つけ出

すことがで きるとしている。 このワステ

カ語 というのは，マヤ語系の一言語であ

って，紀元前2，000年 頃 ，その主流から分

かれたものと考 えられている。(注40)一

方， キャンベルとカウフマンは， ミソ ・

ツォクアン基語 に関す る有力な研 究の中

で， その言語こそオル メカ文 明の基幹言

語であったと， かな り断固たる調子で説

明 している。この言語 にも金属 を意味す

る語があり，ふたりの考えでは， その語

源 は紀 元前1，500年 頃 までさかのぼ るも

のとみている。(注41)と い うわけで，現

在，歴史言語学 からは，優 に紀元前1，000

年 頃 の初期 メソアメリカにおける3つ の

最 も重要な祖語の中で，金属 に該当する

語が知 られていた， またその金属が使 わ

れていたことがわかるのである。私たち

は将来，めったにないことかもしれない

が，考古学者 たちが何 か金属の見本 を発

見し，それによって現在欠けている部分

を補 ってくれるときが来 るということに

信頼 を寄 せておいていいのかもしれない。

モルモ ン経 に登場する金属の中に，「ゼ

フ」というのがある。(モ ーサヤ11：8参

照)こ の語のヘブライ語の語源を調べる

と，割 り出 し可能 な語がいくつかあるが，

「輝 いた」という意味 か
，「めっきをした」

という意味だと思われる。メソアメ リカ

の物質に照 らし合 わせて考えると， おそ

らく論理的に 「ツンバガ」 というもので

ある可能性が一番高 い。(注42)こ の銅 と

金の合金 は， コロンビアや中央 アメ リカ

で広 く産 出されたものであるが，マヤの

遺跡でも発見 されている。(注43)も うひ

とつ可能性があるものとしては，あまり

例のない銅 とすずの合金であって，メキ

シコ西部で，ル ビン ・デ ・ラ ・ボルボラ

とカレー， イー スビィによって発見され

たものである。(注44)あ るいは， すずそ

のものがゼフだったのかもしれない。現
や きん

代 の冶金学者 たちは，すべての合金はす

で に知 られ てお り， ゼフ の ように新 し

い， どういうものかいまだにはっきりし

ないようなものはまったく存在 しないと

考 えがちである。

物質の分析 と命名 には， まだまだ解決

しなければな らない問題 があるというこ

とを示す，同 じような事例 をあげてみよ

う。中世のロシアの文献 には，「カルシニ」

という金属のことが書かれている。 これ

がつい最近 になって，慎重 に文献を読み
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ひ そ

直 した結果，砒素 とアンチモンか ら成る，

その地方特有 の物質であることが暫定的

に判明 した。学者たちは，それ以前 には，
しんちゆう

「カルシニ」というのは間違 いなく真 鍮

のことであると推測していたのである。

(注45)こ れ と同じような事例 だとして，

カ レーとイースビィは，メソアメリカの

考古学者 に対 して， コロンブス以前の時

代 における鉱業や精錬，すずの使用につ

いて，「事実をかたくななまでに受 け入れ

ようとしない」 として厳 しく批判 した。

考古学者 たちは， スペ イン人が侵 入する

以前の時代 に， このすずという金属が存

在 していたことを一般的には否定 してい

たからである。(注46)

一方 クラ ドックは
，地中海地方 におけ

る古代 の金属の使用についての誤 った考

えをひ とつ訂正させた。彼は新 しい分析

法を用いて，銅 と亜鉛 の合金である真鍮

が， リーハ イの時代の頃，ギ リシアとエ

トル リアで実際 に使 われていたことを証

明 したので ある。亜鉛 もまた，使 われて

いたのか もしれない。(注47)長 年 にわた

る標準的な説は，亜鉛 と，亜鉛 から意識

的に作 り出される合金 は，1，700年代 のヨ

ーロッパで初めてできたものであるとさ

れた。 この説か らすると，「真鍮版」の存

在 にはいささか問題があったが，今では

まさにモルモン経 に書かれている通 り，

それが真鍮製であった可能性 がきわめて

高くなったのである。

以上の話の要点は， こうした疑間を解

決する道が，「知識」というものが一体何

なのかをはっきり教 えていることである。

現在 の時点 では，私 たちは 「ゼフ」 とい

うのが何であるかわか らない。冶金学者

や考古学者たちが，現在 自分 たちの持 つ

資料がいかに完壁 であると感 じているに

せよ，私 たちはさらに研究を深 めること

により，新 しい情報が もたらされ るもの

と確信 している。その中には， すでに発

見された標本の化学構造の解明もあるだ

ろう。また，将来確実 に発見 されるもの

もあろうし，金属の専門用語などの問題

もあるだろう。例 えば，何年 か前にスウ

ェーデンの考古学者であるシグワル ト ・

リンネがメキシコのテオティワカンで発

掘 した陶製の器の内容物 について，私た

ちはもっと入念に研究 したいと思 ってい

る。この器の年代は，およそ紀元300年 か

聖徒の道/1985年2，3月 号

ら400年 の ものであ り，その中には銅 や鉄

を含 む 「金属のような」塊が入っている

からである。(注48)同 時 に，関心 を抱 く

末 日聖徒 は，モルモン経の本文 を細かく

調査 し，金属 について書かれていること

やそれに類似する記録を分析 し，相互に

関連 づけを行なうべきである。 そのとき

に初めて適切な比較研究 を行な うことが

できる。 しかしなが らモルモン経の金属

使用の 「問題」 は，すでに解決 に向かっ

て大 きく踏み出しているように思えるの

である。

広 い意味で言 えば，いつで も批判 を受
う

け入れられる態度で，倦 むことなく研究

を続 けることが，本稿の主題である。末

日聖徒の読者 といえども， あるいはまた

考古学を職業 としている人やその同僚 と

いえども，ただ座 して待つほど愚かな こ

とはない。表面的な 「証拠」 の見方か ら

脱却 したいと望んでいる末 日聖徒 の読者

は，読書技術 を向上 させ，古代の文献 の

見方 に幅 を持 たせるようにしなければな

らない。昔の文書 には，なじみの薄い宗

教的な資料 も含まれているかもしれない

が，それでも自分 たちの関心のある有形

の遺物 について新 しい理解の方法 を示唆

してくれるか もしれない。考古学者な ら，

これくらいの ことは簡単に学び取 らなけ

ればならない。それが聖徒 であれ考古学

者 であれ，他人の業績 を無視 する者 は，

自分の意図 とは逆 の結果 を招 くことにな

る。両方の側 に立つ熱心 な学究態度 こそ，

最 も賢明なあ り方なのである。

(次号へ)
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初等協会 ：

善をもたらす力
中央扶助協会会長

ドゥワン・J・ヤング

△ 日世にあって，初等協会の子供た

フ ちは最も力強い影響力を持りた人

人と言えそうです。私 たちは，彼 らから

たくさんのことを学ぶことがで きます。

たとえば，彼らは会員でない友達 に福音

を紹介 したり，不活発な人々が活発 にな

って教会 に来れ るよう手助けをした り，

お互 いを強め合 った りと積極的 に努力 し

ています。初等協会のテーマである 「あ
おしえ

なたの子 らはみな主 に教 をうけ・…・・」(イ

ザヤ54：13)と いう聖句 も，ほかの人々

に教 えを分かち合 えるよう，子供たちを

しっかり教 え導 くという私たちすべてに

与 えられた責任 を強調 しています。

この責任 は，「主を求めよ」(イザヤ55：

6参 照)と いう新年 のチ ャレンジが出さ

れた ときから，世界中の初等協会の教師，

指導者が引き受 けてきた ものです。

私 たちは，初等協会で働 くすべての人

人に，毎年特別 なチャレンジを与 えるこ

とにして います。今年 は，すべての教師，

指導者 が天父 とよ り親 しい関係を築 くと

いうものです。子供たちが，主に従 うと

いう私 たちの模範 にな らいたいと思える

ように，私たちの生活を彼 らに見てもら

い， その中に主のみ力があることを知 っ

て もらわなければなりません。私 たちは，

子供 たちが 自分は天父の子供 であ り，天

父に愛 されていることを理解 するように，

また何が起 ころうとも天父の子供 に変 わ

りはなく，常 に天父が見守 ってくださる

ということを彼 らが納得するように，教

え導 いていきたいと願 って います。

子供 というのは， いったん福音がどう

いうものかを理解すると， その知識 を人

人 に分かち合 いたいと思うようになるも

のです。私 たちのもとには，初等協会で

学んだことを，不活発 な教会員， また，

教会員でない両親や友人たちに分かち合

い，彼 らの心を教会に向けさせたという

子供たちの報告 がいくつか届いています。

ペルーのキラバンバでは，ある男の子

がほかの教会の牧師に大変 すば らしい模

範 を示 したという話があります。 この小

さな宋 日聖徒の少年 は，その牧師 と会 う

たびにいつもモルモ ン経を読んでいまし

た。ある日，牧師がその書物の どこにそ

んなに魅力があるのかと彼 に尋 ねました。

少年はその書物 には南アメリカの初期の

住民の歴史がの っていることを話 し，牧

師にぜひ読 んでみるよう勧 めたのです。

これがきっかけで，その牧 師は宣教 師の

レッスンを受 け，の ちにバプテスマを受

けました。

子供 たちに聖典 を読 み，祈 り，天父の

戒 めに忠実に従 うように勧 めることは，

今年度の初等協会 の聖餐会 での発表の中

でも特 に強調 していることです。子供た

ちに，「主を求め」た特別な経験をぜひ話

させてください。新 しく作 られた 『子 ど

もの ときから』 という歌 は，若いうちに

主 をたずね求めることの大切 さを子供た

ちに思い起 こさせて くれ るでしょう。 ま
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た 『お繋 まは弊 聖 ま苓』(「子供の＼

歌」)を歌 うときに∫』子供たちは若 きジョン

セフ ・スミスがどのようにして主 を求 め 一

たかを思い起ピ し，証することがで きる∬

はずです。一』

聖餐会での発表では，'「子供の歌」の中

から，『神 さまありが と
，う』、『よく聞いて』

『イエスさまのお話を読むと毒』・『添かく

われをもとめ♂』『モルモン経 の物語 ぽ』

などが歌われることになっています。 、

さらに 「子供 の歌」の増補版 の中から

は，『いましめ守 ろう』と 『世界中の子供

たち』の2曲 が，そして「讃美歌」カ1ら里う

るわしき朝 よ』(138番 γと 『世 をはなれ』

(15潮 撒 纏 研 定です・両親φ皆

毒んにも，ぜひ子供 と一緒 にこれ らの歌

や讃美歌 を口ず さんでいた だきたいと思

います。家庭の夕べや， ほかめ活動の中

にそれ らの歌 を取 り入れてみてはどうで 一∫

しょうか。子供たちが初等協会で習 う歌1一

を親が一緒 になって歌うことは，家族の

絆を強めることにな り，子供 たちがクラ

スで習って きた福音の教 えを強調するこ

とにもな ります。

初等協会の目的のひとつは，子供 たち

にクラスで教 わる教 えに従 った生活 をさ

せることです。

たとえば，10，11歳 の男女のための「福

音の実せん賞」プログラムは， 自己修養

プログラムと言 えるでしょう。 このプロ
の

グラムは，個人，家族，教会，社会 の4

つの分野でそれぞれひとつずつ実行 する

ことを選 ぶことによ り，子供たちに福音

の原則 にそった生活 をさせるものです。

その中には，才能を伸ば しそれを人々の

ために使う，よ り良い友となる方法 を見

いだす，個人の系図表を完成するか 日記

をつける，最低1カ 月間毎 日聖典を読む，

個人や家族 またはクラスの奉仕活動 を計

画し実行するといったことが含 まれてい

ます。4つ の分野での計画 を達成 したら，

灘 煮は騨墜響 灘曽蕊警受
.』ける鮎 がで一きます・，

髄初等揚会の子供葬ちは，年4回 の活動

の離 儲 綜 聯 ること塵 継 す・・

、私たち1ま，、年 彪④回行なわれるこの活動

の個に大変大きな期待を寄せています。

，というのは，教会貝でない子供たちやふ

，だ頑 脚 ，鯛 郷 会に出胤 てい弾
予供だぢ でも，そのような活動には参加

しやすいが らです。、

'1で は， ベネ'ズエラの方ラカスで行 なわ

れた活動 の日のプログラムを少 し紹介 し

てみましよう。そこでは，150人 の子供た
ひ ろう

ちが伝統的な音楽逢演奏 し，踊 りを披露

しました。 また各ワー ド部 ごとに美術工

芸品を展示 し，』子供 たちはそれぞれにタ

レン トや腕前を尭表 し合 いました。

この活動の 日のもうひとつのアイデア

として，「英雄たちの足跡 をたどる」とい

うものがあ ります。有名な人 に関連 した

絵や写真，彫刻 などを鑑 賞するのです。

また，子供 たちには，1クリスチャンらし

いふさわ しい英雄の模範が必要 です。私

たちの身近 には，教会の立派な指導者 た

ちの模範があります。 自己を捨 てて主の

ために尽 くしてきた， そして今 も尽 くし

続 けている人々のすばらしい模範がたく

さんあ ります。また私 たちの父親や母親，

監督，初 等協会 の教師や指導者など，毎

日身近 に接 し，話すことので きる英雄 も

たくさんいます。

私 は，タ ヒチでそのような英雄のひと

りに出会いました。その人はメア リー ・

トゥアというパペーテステーキ部パマタ

イワー ド部 の初等協会の会長 をしている

姉妹 です。初等協会の登録人数が200人 い

るにもかかわらず，常時出席者がわずか

50人 という状態を知 ってから， トゥア姉

妹 は，定例 の活動 にできるだけ多くの子

供 たちを参加 させ なければと思い始めた

のです。彼女 はワー ド部の書記と一緒 に

20

登録者全貝の名前 を検討 し，それからワ

… ド部 区域内にまだ住んでいる子供 たち

を全員訪問 しました。 そして簡親の承認

を得 てか ら，その子供 たちを初等協会 に

出席するよう招待 したのです。1ぞれから

5カ 月もたたないうちに，100人 の子供た

ちが毎週初等協会に来 るようになり，8

歳 を過 ぎた子供が8人 ，バプテスマを受

けました。私 がパペーテを訪問 したとき，

クラスは，やさしい，やる気十分の教師た

ちと， よく準備 されたレッスンに耳を傾

ける子供 たちで一杯 になっていました。

ちょうどその 日， トゥア姉妹 はほかに3

人 の大切 な 「彼女の」子供 たちを初等協

会に迎 えて，ことのほかうれ しそうでし

た。彼女は以前，その子供 たちと食料品

店で出会 い，初等協会 に出席できるよう

彼 らの母親か ら許 しを得 ていたのです。

子供 たちからわき出る熱意が， ワー ド部

のすべての会員 に伝 わっているようで し

た。，

会長の召 しを受 けて いる私 が最 も喜び

とすることは，世界中の子供 たちと話が

できることです。言葉が必ず しもわかる

わけではありませんが，救 い主や 自分 た

ちを教 え導いてくれる人々 に対する彼 ら

の愛 ははっきりと感 じとることができま

す。私 はこれまで訪問 してきたいろいろ

な所で，初等協会 の指導者や教師が子供

たちに対 して抱 いている特別 な愛を身を

もって感 じてきました。

初等協会の指導者，教師 としての私 た

ちの責任 は非常 に大切なものです。 イザ

ヤ書54章13節 の 「あなたの子らはみな主

に教 をうけ」という言葉 には， もしその

ようにすれば 「あなたの子 らは大いに栄

える」 という約束がついて います。福音

に従いr福 音の原則を守 り通す ときにも

たらされる平安 を，子供たちが必ずや手

にすることができるよう， 心から願 って

やみません。
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しん ば

妹,2位 は町田ステーキ部の榛葉祐子姉妹

3位 は同じく町田ステーキ部の古賀陽一郎

兄弟でした。

各自メダルと賞品を手にし,に っこりと

ほほえんでいました。聖句さがし大会中に

は決 して見られない笑顔です。

最後の証会では,た くさんの兄弟姉妹が

証をされました。｢自分ひとりが苦 しいわけ

ではないことを知 り,と ても励まされまし

た。｣｢セ ミナリーは確かに主に導かれたプ

ログラムです。｣｢主 は確かに生きていらっ

しゃいます。このことを知ることができま

した。ほかには何もいりません｣と 涙なが

らに証してくれた兄弟姉妹。彼らのすばら

しい証に心が洗われる思いでした。(レポー

ター:セ ミナリー･グ ランプ リ'84実行委貝

長･宮 本桂子)

実を結んだアロン神

権定員会の伝道活動

(沖縄那覇ステーキ部

小禄ワード部)

頃,ウ ィ リア ム･R･ブ ラ ッ ドフ ォー

先 ド長老とロバート･L･バ ックマン長
老は,ス テーキ部内のアロン神権定員会を

強めるように指導されました。しかし,ス

テーキ部内のほとんどのワー ド部にはアロ

ン神権者が6,7人 しかおらず,定 員会の

会長会さえ満足に組織されていませんでし

た。
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そのような現状を打開するために小禄ワ

ード部の監督会は
,ア ロン神権定員会の活

動として,宣 教師と共に伝道活動を行ない,

定員会会員を増やすようにしてはどうかと

提案 しました。さっそくアロン神権者たち

は監督の呼びかけに応えて綿密な計画を立

ててくれました。その内容は,卓 球大会を

催し,教 会の近所を回って中高校生に参加

を呼びかけようというものです。若い女性

たちには当日リフレッシュメントを担当し

てもらいました。

祈 りの後に,6月23日 に伝道卓球大会を

開き,宣 教師と監督はじめアロン神権者は

ペアを組んで卓球大会への参加を呼びかけ

に教会を出て行きました。最初はなかなか,

どのペアも参加してくれる人を見つけるこ

とがむずかしく,教 会にだれも見つけられ

ずに戻ってくるペアもありましたが,若 い

女性たちの励ましにより,も う1度 町へ出

て行きました。

そして約3時 間の努力のかいあって,15

人の中高校生がこの卓球大会に参加してく

れました。卓球大会の後にリフレッシュメ

ントをほおばり,な ごやかな雰囲気の中で

会は進みました。最後に宣教師によって,

スライド｢最 初の示現｣が 上映されました。

その日からレッスンを受けた求道者がきょ

うまでに4入 バプテスマを受けて,当 初5

人 しかいなかったアロン神権者 も今では

10人近くになっています。

このような少ないアロン神権者が,監 督

会と一致協力し,伝 道をみずからの手で行

ない,豊 かな実 りを刈リ取ったのを見て,

アロン神季儲 の内に秘めた力のすばらしさ

を知ることができました。

この小禄ワー ド部の小さな定貝会伝道活

動が皆さまのアロン神権定員会活動の一助

となりますようにお祈りします。(レポータ

ー:沖 縄那覇ステーキ部高等評議員･仲 井

真盛准)

末 日聖 徒 イエス･キ リス ト教 会

昭和29年2月11日 に

｢宗教 法人｣と して認証

戦後の教会の進展に思う
一｢包 括宗教法人等管理者

研究協議会｣に 出席 して一

日本･韓国地域管理本部総務部長

今 井 一 男

囁

囁.灘

翠

P

鰯
灘
畷

野

欝

秘!愚 講

讐鈴

翻
筆欝 戸野･

憾.辮喰 鯨購

麟難
小禄ワー ド部のアロン神権者と

若い女性たち

編 箋i

欝

2
月11日 は何の日ですか,と 尋ねられ

たとき,皆 さんは何と答えるでしょ

うか。｢紀元節｣こ れは戦前派の方,｢建:国記

念日｣こ れは戦後派の方ですが,も うひと

つ末日聖徒にとって銘記しなければならな

い記念すべき事柄があります。

昭和22年,戦 争の傷跡がまだ消えない

頃,エ ドワード･ク リソー ド伝道部長と数

人の宣教師が,伝 道を再開するために来日

しました。そして伝道本部 として港区南麻

布に壊れた建物を買い,そ こを拠点に伝道

活動が始められました。(この場所に昭和55

年,東 京神殿が建立されたのです)

昭和26年4月3B,日 本では新しく｢宗

教法人法｣が 公布施行されました。当教会

も法に従って正式な宗教法人となるべく,
たつ い

佐藤龍猪兄弟はじめ何人かの兄弟たちによ

って準備を始め,昭 和29年2月11日 に文部

大臣により正式に認証されました。いわば

日本において当教会が法的に独立誕生した,

記念すべき日であるわけです。

宗教法人法が施行されて3年 後に認証を

得ることができ,し かも日本国の建国記念

日と同じ日(建 国記念日としての制定は昭

2
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うかと,私 も妻も心が満たされないような 1984年7月 に,私 たち家族は全員バプテ 良い性質を伸ばしていけば悪い性質は次第

毎 日で した。 スマを受けました。家族そろって改宗でき に隠れていき,な くなっていくのではない

1984年 の5月 のある日,突 然ふたりの宣 たことを神様に感謝しております。私たち か,と いう気持ちでした。つまり弱点や欠

教師が我が家を訪れました。｢あなたは,生 家族はこれからこの真実の教会で,主 の教 点に心を奪われすぎると,か えって落ち込

きている目的は何だと思いますか｣と 聞か 会員として,我 が家の新 しい歴史を築いて み,よ くな い。 そ れ よ り も良 い こ とを ひ と

れました。10年 ほど前の私たちとは違って い き ます。(ろ･し しま･ひ ろ し1942年 生 ま つでも多く行ない,戒 めを守っていけば悪

い ま した。 その と きが きて い たの で す。 答 れ,入 戸支部書記補助) いことを行ないにくくなるのではないかと

えにはとても困りましたが,｢家族を大切に 思 い ま した。

して,子 供 たちを育てることです｣と 答え

ました。｢私たちも家庭は本当に大切だと思

います。この本の中には,人 生の目的や,

神様のことがたくさん書かれてあります。

よろしかったら,ど うぞ読んでください｣

と上手な日本語で渡されたのがモルモン経

だったのです。

画1日1々1の1酬
匿 隆 怒りっぽい

1暇､性 格を
燃 直すために

私の気性の激しさが自分の個性であり,

怒 りっぽい性格は,そ の気性の激しさから

来ていると思いました。でも考え方を変え

れば,そ の激しさがあるからこそ,そ の激

しさで人を愛し,神 様を強く求めることも

できるのです。また福音を教えるレッスン

でも,証 を述べるときでも,激 しく心が燃

宣教師が帰られた後でモルモン経を読ん

でいて,思 わず妻や子供たちに大声で言い

ました。｢ア メリカでイエス･キ リストに会

無.
}鯨 北ステ_キ部

えることが多かったのではないかと,そ う

思いました。私は今まで自分の気性の激し

さが,好 きではありませんでした。でも神

われた人がいたんだ。｣興味は尽きず,そ の
川越ワード部

､,獅声 様がおっしゃるように,そ の個性を良い方

夜のうちにだいぶ読み進んでいました。

数 日後,再 度訪問された宣教師が私たち 磯 醒 岡田 あや子
向へ発揮させるときに確かに喜びを得るこ

とができると思いました。私は,こ れらの

家族に福音を学ぶことを勧めてくださいま ことをすべて神殿の中で受け,そ の言葉を

した。私も妻も子供も,そ れを長い間待 っ

ていたかのように,何 の障害もなく本当に 私禦鴛叡欝繕鵠繍
忘れないうちにと,帰 りの電車の中で紙に

書きとめていました。

素直な気持ちで学び始めることができまし な いで,も っ と忍 耐 で き ます よ う に｣と, それからと言うもの,ひ とつでも多く良

た 。 いくら祈ってもさっぱり効果がありません。 いことを,と いう気持ちで過ごし,心 を込

レッスンを続けていくうちに,｢知 恵の言 バプテスヤを受けて12年,霊 的に少しずつ めて祈 りと聖典勉強に努め,そ して教会の

葉｣が あることを知 りました。神様は私に 成長 してきたとは思っていました。でも私 召しを,た とえいつ解任されても悔いの残

またも大きな試練を与えられたと思い,シ の霊の成長は,怒 りっぽさという性格を前 らないようにと一生懸命力をつくして努力

ヨックでした。酒は問題ありませんでした に して,も うそ こで ス トップ して い る よ う しました。また不精な私が,最 も守りにく

が,タ バコはこれまでに何度もやめようと な気がしたのです。 い,そ して引き延ばしていた戒めである系

してやめることができなかったものでした。 私は毎月毎月神殿に入りました。奉仕の 図を再び始めました。実に7,8年 ぶ りの

しかし,福 音を受け入れたい気持ちが勝っ 機会を得るためだけでなく,自 分の霊性の ことでした。そうしているうちに神殿の中

ていました。宣教師が帰ったその夜から, ために,つ まり怒 りっぽい性格を直したい だけでなく,家 にいるときでもみたまをひ

やめようと心に決め祈 りました。本当に不 という切なる望みで参入してきたのです。 んぱんに感じられるようになったのです。

思議でした。それ以後｢知 恵の言葉｣を 完 しかしいくら心をつくして神殿に入り,一 さて,私 の怒 りっぽい性格 はどうなった

全に守れるようになったのです。神様の助 生懸命祈ってみても自分のその弱い性格は, と思いますか。前よりもずっとずっと怒ら

けがあることは,本 当だったのです。私は ちっとも変わりませんでした。私は次第に ずにすむようになったのです。みたまを取

心から感謝し,神 様に祈 りました。 心が沈み,落 ち込んでいきました。 もうだ り入れた生活以上に価値のある真の幸福を

これまでのことを思い出してみますと, め。いくら一生懸命祈 ってみてもどうにも 感じる生活がほかにあるでしょうか。神様

神様がいろいろな試練を与えてくださった ならない。ああ性格を直せない,変 えられ の助けがあったことを心から感謝 していま

のは,家 族が強い絆で結ばれるためでした。 ない。私はだんだんそのことだけに心をと す。(お かだ･あやこ 川越ワー ド部 日曜学

私と妻が生死の境から抜け出せたのは,神 らわ れ て い き ま した。 校教師)

様が私たち家族に福音を聞かせるためであ

ったのだと,心 から証できます。

そんな苦しさの中で,神 殿に入り続けま

した。そしていつものようにそのことを祈
訂正

私は祈ることで,心 に安 らぎと力強いも っているときに,急 にひとつの強い気持ち
間｣は

1月 号100ペ ー ジ左段 下 か ら7行 目の｢6日
｢5年 間｣に ,120ペ ー ジ沖縄 那 覇 ス

のを感じております。神様は確かに生きて がわき起こり,祈 りの言葉をさえぎりまし
oo

テー キ部 長 の｢長 領 顕正｣は｢長 嶺 顕 正｣

い らっ し ゃい ます 。 た。 そ れ は,良 い こ と をた くさ ん行 な っ て の誤 りで す。 お わ び して訂 正 し ます 。
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くていつもうずうずしています。

かりに,皆 さんにもそれくらいの年齢の

子供があるとして考えてみてください。皆

さんは,夢 中で駆けるわが子を見て,何 を

思われるでしょうか。L番 になったらジュ

ースを買ってやる｣と か
,｢ビ リだったらゲ

ンコツだ｣と は,さ らさら思わないでしょ

う。一生懸命走る我が子に,た だ｢カ ー杯

頑張れ,途 中でへこたれるな｣と 言いたい

のではないでしょうか。そして,1位 にな

ることよりも,一 生懸命走る姿を見るだけ

で,幸 福なのではないでしょうか。

私は神権会の下調べをしながら,こ んな

ことを考えていました。

そのときです。突然,何 か熱いものが体

内にわき上がったように感じました。

そうです。神様は,私 たち一人一人を愛

され,期 待され,そ して応援されているの

です。あたかも私たちが幼い我が子の走る

姿を見守るように。(神様が私たちを大人と

見てくださるのは,私 たちが神様のような

完全 な人格を持 ったときだと私は思いま

す)神 様は,決 して冷淡に私たちを見つめ,

私 たちの欠点を記録 し,私 たちを試してお

られるのではありません。神様は,私 たち

一人一人に非常に大きな期待を寄せておら

れ,大 きな声で｢頑 張れ｣と 応援 してくだ

さっています。神様は,｢私 の声が聞こえる

よう,チ ャンネルを私に合わせなさい｣と

言っておられます。正 しい祈りによって神

様 と交信できるように望んでおられるので

す。

私はこのことを,心 で強く感じることが

できました。神様は,幼 な子を見守る両親

のように,私 たち一人一人を見つめ,そ し

て大いに期待されています。

私たちに与えられた自由意志,

才能をいかに使うか,非 常に

楽しみにされているのです。

そして,私 たちが才能と能力

を最大限に使って,考 え,悩

み,祈 るとき,神 様は必ず答

えを与えてくださるのです。

今,私 の生活の基盤は,信

仰にあります。9年 間もお休

み会員であった私を立ち直ら

せ,赦 し,成 長させてくださ

る神様と,近 藤支部長に,心

からお礼を言いたいと思いま

す。

末 日聖徒の皆さん,神 様は愛を持ち,私

たち一人一人に大きな関心を寄せておられ

ます。さあ,前 進しましょう。(き たがわ･

くにしげ1954年 生 まれ,武 生支部長老定

員会会長)

:an'1=

｢日々の恵み｣の コーナーに
,日 常生活の中

で得ている末 日聖徒としての喜びや証を短

くまとめて｢聖徒の道｣編集室へどしどしお

寄せください。
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師として働く機会に恵まれていることを心

より感謝 しています。ノース･カ ロライナ

はアメリカ南部にあり,湿 度の高い,ま た

とても暖かい所です。アメリカ南部はバイ

ブル･ベ ルトとも呼ばれており,人 々が聖

書に関して多くの知識を持ち,バ プテスト

憂講

一 雪

.鞭
髄

.教会の力のとても強いところです。そのよ

うな場所で,白 人,黒 人,そ してインディ

アンなどの人々にこの回復 された福音を宣

べ伝 えることができるのは,私 にとって大

きな祝福です。

私のノース･カ ロライナでのふたつめの

任地は,ペ ンブロックという人口3,000人

前後の小さなアメリカインディアンの町で

した。まわりにはペンブロックのような小

さな町が3つ ほどあり,私 たちは,こ のペ

ンブロックを含めた4つ の町を受け持つこ

とになりました。

伝道に出て5カ 月目,英 語の方も少々進

歩 し,毎 日が楽しくなってくる頃でしたが,

私 と同僚は,こ の小さな町を見たとき少 し

がっかりし,ま た,ひ とつの町から次の町

まで15キ ロから20キ ロという地域の広さ

にびっくりしてしまいました。5日 もあれ

ば町の中心に住む人々すべてを訪問できる

ようなこの町で,ど のようにしたら成功を

収められるか,私 と同僚は考えました。そ

してとりあえず私たちは,毎 日少しずつ,

最 も伝道活動の効果的な夜にトラク ト(伝

道用のちらしや小冊子)を 配 りながら,昼

間は会貝訪問という生活をしました。

1カ 月目はこれといって成功はありませ

んでしたが,2カ 月目に状況は少し変わっ

てきました。毎日毎 日会買を訪問すること

によって,一 人一人の会貝ととても親 しくな
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見いださなければなりません。 の で しょ う。 それ は きっ と,こ れ か らの教 家庭集会ができ,求 道者は27人 になりまし

私はモーセのように口も重く,舌 も重い 会員 としての生活を情熱のないがっかりし た 。

者ですが,宣 教師 として働くことの意味の たものにしてしまうに違いないと思いまし 彼の転任を聞いたときすごく心配しまし

深さを知った今,や らなければならない宿 た 。 た。彼は後輩でしたが,ほ とんど彼が リー

命のようなものを感じています。神様は本 それまでも,働 きに対 して祝福がありま ドしてくれていたからです。私 は紹介レッ

当に私たちを愛しておられ,私 たちが努力 すように,バ プテスマが見 られますように ス ンの フ リップ チ ャー トもあ りませ んで し

するときに,必 ず助けを与えてくださいま と祈ってきましたが,こ のときから祈 りは た。 自分 の オ リ ジナル の フ リップ チ ャー ト

す。真実を知 りたいと願っている人々に, 本当に切実なものになってきました。夜み を作 り,覚 悟を決めて神様に祈りました。

私たちの中にある聖なる光を示し,神 様の んなが眠った後 声を出して祈りました。 どうぞ神様の業の発展のために求道者を導

使いとして,真 理を伝えていきましょう。 神様の栄光のために,ま た日立にシオンを けるように私を助けてくださいと。

伝道に出ることを許してくれた愛する両 築くためにどうぞ私の心を強くしてくださ 新 しい同僚 と伝道を始め,そ の週に35の

親に,そ してすばらしい模範を示 してくだ い。また,伝 道は本当によかったと言って 家庭集会ができました。主に対する感謝で

さったJMTCの 同僚たちに,心 から感謝し 帰ることができますようにと祈 りました。 胸が一杯でした。ほとんどすべての家で紹

て い ます 。(よ しおか･ち え こ1962年 生 ま 神様は私にとって必要な宣教師のいる支 介レッスンを行ない,そ の家を祝福する祈

れ,岡 山ステーキ部米子ワード部出身) 部へ導かれました。同僚のマッカーサー長 りを捧げることができたのです。

老は積極的で,と ても元気な明るい人でし 15の家庭集会 なんて夢だと思 っていた

主の伝道の業 た。彼からどのようにして求道者を見つけ のが,9月 の終わりには43の 家庭集会がで

f'鰍r㌧rい 一r一落胆から 翔 るかを学び取りました。手帳とコールバッ

クと元気です。日立に来て1,2週 間は,

きました。求道者も35人 を越え,紹 介レッ

スンを入れると60人 を越えました。

歓喜へ一

高松ステーキ部

松山ワード部

､
翔圏F/
:潮 し

私は否定的で信仰 も弱く,元 気ではありま

せんでした。マッカーサー長老との最初の

同僚計画会で,家 庭集会の目標数を15と 聞

いて,そ んなバカな,で きっこないさと心

の中で思いました。しかし,少 しずつ成功

今度はこの求道者をどのようにしてバプ

テスマに導くかという問題になりました。

同僚のメリル長老からアイコンタク ト(目

を見て話すこと)の 大切さとチャレンジを
お く

臆することなく与えることによって求道者

元東京北伝道部専任宣教師 を目にするようになって,私 の心は徐々に を成長させる方法を学びました。私の最も

中島 久喜 変わっていきました。
,'

弱い部分でした。

信仰はだんだん大きくなってきました。 それをレッスンに取り入れていったとき

ドアの前に立っても,ど うせ聞いてくれな に求道者はよく成長しました。求道者が自

私灘獺糠繍智禦
いだろうと思っていたのが,い つの間にか

必ず聞いてくれると思い始めました。1度

分で努力するときに,自 分自身でみたまを

感じ,み たまの助けを受けることができる

もなく,た くさんの人々の強い拒絶にあっ 訪問したときの状態を手帳に書き込み,そ からです。チャレンジは心と心のぶつかり

て失望していました。18カ 月間もこういう れを見ながら2度3度 と訪問するようにな 合 いです。最初,恐 れが少 しありましたが,

状態が続くのかと思うと,伝 道をやめて帰 りま した。 心を割って話すとき,求 道者から本音が聞

ろ う か と よ く思 い ま した。 しか し,18カ 月 そうしているうちに人々の心は変わって け,そ れに対して証をもってチャレンジす

間神様の使いとして働くと誓約 した以上, きて,紹 介 レッスンをたくさんできるよう ることができました。目を見てバプテスマ

それは実行 しなければなりません。また, になり,標 準レッスンにも進めるようにな チャレンジをするのが大好きになりました。

その間の時間は私のものではなく,神 様の りました。同僚が転任する前の週には24の

もので した。

膨大な数の家を訪問しましたが成功はほ

とんどなく,14カ 月の週の家庭集会の平均

数は3.6件 で,一 日中歩きまわったことも

珍 しくありませんでした。

そして,7月2日 に日立に転勤となりま

した。このとき,｢あ と4カ 月の辛抱だ｣と

思いましたが,そ の一方で不安はますます

大きくなっていきました。伝道はつらかった

という気持ちだけを持って帰らなければな

らないとしたら,私 の伝道は一体何だった

蘭膨 礁 鷹鰍

響 ∵ 一つ欝 藩
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東京北ステーキ部高等評議員である一級建築士の高橋修

一兄弟(37歳)が 創設した｢住 まい塾｣な るものが朝日
,

読売,東 京新聞,そ のほか建築関係の雑誌などに取りあげ

られ,話 題となっている。表面だけを化粧した住宅がはび

こるのを憂い,質 の高い,豊 かな空間を,そ れも目一コス

トで供給しようと考え,仲 間の一級建築士ばかり12人 で｢住

まい塾｣を 結成した。草の根の住宅運動である。高橋兄弟

の職業人としての意識の中には,オ 能を伸ばし,人 のため

に役立てようとの末日聖徒としての信仰が根底にある。

才能を人のために
一人生のめぐり会いと

私の転機一

東京北ステーキ部豊島ワード部

高橋 修一(建 築家)

朝 日新 聞'84.10.2付
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｢オ 能は自分のためにのみ与えられて
いるのではない。人のためにそれ

を使うよう望まれて与えられている。｣

私たちは,植 物の生長から学べるように,

才能を,機 を逸することなく伸ばせるときに

伸ばすよう求められている。教会において

も私たちはしばしばそのことを教えられる。

怠惰は与えられているものを生かさないと

いう意味で大きな罪のひとつに数えられる

からである。

あの激しかった大学紛争のさなか,大 学

に残っていた私は人に教える前に己に教え

なければならないことを身にしみて感じ,

教員の道を捨てた。第一の転機であった。

白井晟一とめぐり会えて私は幸運であっ

た。いかに自分が未熟であるか,い かに鍛

練が足りないかを人間と技量の両面からい

やというほど思い知らされて,そ れまでコ

ンペティションに何度か入賞してうぬぼれ

ていた私は,た たきのめされる思いであっ

た。我が国の建築の世界ではもう唯一と言

っていい徒弟制度的体質の中で,経 済的困

窮と1日 数時間の睡眠,そ して家族を犠牲

にしてしまっていることへの複雑な思いに

私はいら立ちと疲れを覚えていた。

社会的地位と名誉と金銭に恵まれる人は

そうめずらしくない。だが究極それらは人

に充実感を与え得ないことも知った。文字
むな

通り空 しいものであることを師は私に身を

もって教えてくれた。師は,こ ともあろう

にみずから設計した銀行本店の正面入口頂

部にラテン語で｢黄 金のみが輝くものでは

ない｣と 刻んだ。師の思いの表出であった。

目のキラキラとかがやくふたりの,い や,

数年にわたる何組かの宣教師たちの継続 し

た訪問がなかったなら,私 の信仰への芽ば

えは失われていたに違いないと思う。

長老たちの目は輝いていた。私が知って

いるどんな金持ちよりもふたりは充実して

いた。あの澄んだ目によって私の第二の転

機が訪れた。冒頭にあげた菊地長老の言葉

を遠 くで聞いていて,私 はハッとさせられ

た。 自分の才能,自 分の個性,自 分の生涯

と,自 分のことばかり考えていた私は,以

来何をもって人々に仕えることができるか

を考え始めた。それはとりもなおさず,私

がこの世に生を受けた理由のひとつの解答

を見いだすことでもあった。どのような境

遇にあろうとも,人 にはやはりそれぞれに

使命が与えられているように思う。

何 もしないで生きられるなら,こ れほど

楽なことはないという人もいるが,迷 いの

中で無為に過ごすことほどつらいことはな

い。それは神の目にかなわぬことであるか

らに違いないと思う。

あと1歩 が続かない……。この壁さえつ

き抜ければ……。しかし,神 はそう簡単に

は手伝 ってくださらなかった。住まい塾の

構想をあたためて5年.具 体的準備に取り

かかってさらに5年,行 きづまって,だ が

多くの人々の声援があって,な おまた行 き

づまって,こ こで倒れては信頼 してついて

きた皆に申しわけないと……。そんな思い

に明け暮れていたある日,早 朝4時 頃であ

ったと思う。

｢そのような生活を続けていてはならな

い!｣

私 には胸 に直角に打ち込まれた言葉,と

言うよりも,何 かエネルギーのかたまりの

ように思えたのだが,ハ ッとしてふとんの

上にとび起 きたほどに明瞭な声で私の胸に

響いたのだった。だれかが近くでそう叫ん

だようにも思えたので,部 屋を出てみたが

だれもいなかった。夢というにはあまりに

明瞭すぎて,ま たあの明瞭な響 きは確かに

轟

翫
.　

蚕磁 蓼騨

.。 ､講 犠臨羅
げ

離
尺三 戦亜

囁磯

ユーザー会員(消 費者)を 対象に開かれた

セミナー。右前方に高橋修一兄弟。
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《美しい教会堂に感謝》 蘇､

70年,万 国 博覧 会 を機 に,生 駒,信

19 貴山のふもとに広がる東大阪市,八
尾市,柏 原市の地域に,東 大阪支部として

伝道の基が築かれました。

貸しビルから出発し,そ の後,土 地購入

と教会堂建築資金のチャレンシの後に,東

京神殿 ステーキ部センター建築のための

資金のチャレンシと続き,当 時の会員にと

っては多大の犠牲を払うことになりました。

しかし,今 ここに会貝の方々の信仰の現

われとして美しい教会堂が建ち,そ の中て

福音を学べることを,心 から感謝 していま

す。また1980年 に献堂 された東京神殿に参

入し,多 くの恵みと祝福を得ることがてき

酵

驚･

事

るのて,心 から感謝しています。

主は私たちに建築資金という試練を通し

て,一 人一人の信仰を試みられたのでした。

試練は最初,喜 ばしいものとは思われす,

む しろ苦しいものと思われます。 しかし,

それを乗り越えたとき,主 は以前にも増し

て良いものをあらかじめ備えてくたさって

曳

夢

壁

誌

甑

鑑

玉

いることを証いたします。

末日聖徒イエス･キ リスト教会は,一 人

一人の信仰の上に成 り立っています
。私た

ちはこれからも主を信頼し,心 をひとつに

して共にシオン建設のため,努 力しようと

思っています。(東大阪ワート部監督･河 嶋

明輝)

璃
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家1で 敢 グ窟 己票 ∠ii7パチ痙麗 友ノ
ジ ヨ}ジ ・D・ダラ ン ト

→ 輔 ・ い頃 ，私 は ロバ ー ト ・マ サ イ ア ス と

右 し、う人1こあこがれたことがあ轍

彼は，1948年 と1952年 の2回 のオリンピッ

クで十種競技に優勝した人です。

マサイアスは100メ ー トルを10秒9で 走

りました。1位 の選手のタイムは，それよ

りも0.5秒 速 い10秒4で した。400メ ー トル

のマサイアスのタイムは50秒2，400メ ー

トル専門の選手のタイム40秒2に ははる

かに及ばないものでした。また，走 り高飛

びは6フ ィー ト2。75インチ(約1.9メ ー ト

ル)で ，この種 目だけに出て優勝した選手

の記録には6イ ンチ(約15セ ンチ)ほ ど及

ばず，やり投げも194フ ィー ト3イ ンチ(約

41，2メー トル)で ，やり投げだけに全力を

費やした選手の記録242フ ィー ト(約73.76

メー トル)に は遠 く及びませんでした。

ボブ(ロ バートの愛称)・マサイアス選手

は，個々の競技ではどれも最高点を取れま

せんでしたが， どの競技でもまずまずの成

績を上げ，全得 点を合計すると十種競技に

優勝していたのです。

人生も十種競技と同じようなものです。

自分の隠れた才能を発揮 し，人のために尽

くしたいと思ったなら，いろいろな種 目に

参加することです。私たちは記録を打ち立

てようとしても遠く及ばないかもしれませ

ん。また，自分の成果を専門家のそれに比

べたら，自分には適さないと、駄うでしょう

し，自分 はこれ以上はよくできないという

うしろめたい気持ちさえ感じることだって

あるでしよう。

忙しすぎるという状態 と何もしないとい

う状態。とらえにくいのですが，この両極

5鍵

懸魯晒

端の間のどこかに，調和の取れたと言われ

る状態があるのです。私たちの人生につい

ても，いろいろな面にバランス感覚を持っ

て取り組むことによって，人生のすばらし

い十種競技の勝利者になれるのではないで

しょうか。

私たちは系図に関する義務を人生という

忙しい活動の中で果たそうとするとき，系

図は私たちを失敗させるためにあるのでは

ないかと思われることがあります。それは，

系図の責任を十種競技のひとつの種目とし

てではなく，』専門の種 目として見るために

そのように感 じてしまうのだと思い享す。

系図の仕事を喜んで行なうには，分厚い覚

えの書や，手に入るあらゆる調査のための

記録 きちんと書き込まれた家族の記録が

必要だと思ってしまうのです。

この道の専門家ならともかく，私たちは

そこまでする必腰 はありません。

自分がよく調和を取 っているかどうか，『

次の質問に 「はいJか 「いいえ」で答えて

ください。

はい いいえ

1.私 は系図の探求が好き 〔 〕 〔 〕

である。

2.私 は祝福を受けるため 〔 〕 〔 〕 饗

に神殿に行ったことが
唱

謬

ある。(ま たは，そう

したいと思っている)

3.私 は家族との結び固め 〔 〕 〔 〕

を受けている。(ま た

漢，黙

幽 、

戴 繋

，縷 、

鞭 講 、

は，そうしたいと思っ

ている)

4.私 は毎週家庭の夕べを 〔 〕 〔 〕

開いている。

5.私 は少なくとも4代 の 〔 〕 〔 〕

先祖の記録を作成し，

神殿の儀式を受けられ

るように名前を提出し

た。

6.私 の系図探求はほとん 〔 〕 〔 〕

ど終わっている。

答えを見てみましょう。あなたのバラン

スはどうだったでしょうか。

質問1： 私は系図の探求が好 きである。

餐

鞭 寒
、耳

・雛 蓑

熱 曽

葦

灘灘曇 鱒

繊蟻 罵

讐 鑛

き

羅懸
灘

欝 舗
灘 灘

繍繋
醗 韮

難 灘鑓
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「はい」と答えていたらすばらしいですね。

もし 「いいえ」という答えだったら，それ

はあなたが 「系図」という言葉の意味をま

だよく理解していないからでしょう。

系図とは，家族の記録や系図表，正確 な

大量の古い系図記録を言うのではありませ

ん。それらは単なる手段です。系図という

のは，自分の家族を調べること，私たちの

先祖を調べることです。つまり，その生年

月日や生い立ち，抱いていた夢，結婚 仕

事，子供のこと，死などについて調べるこ

となのです。過去のこうした事柄で現在に

影響を及ぽさないものはありません。突き

つめると，系図は自分 自身を探すことなの

です。

ときどき私は思います。もし私の曽祖父

がジョン・ダラントでなくてだれかほかの

人だったら，自分はどうなっていただろう

か，と。もしほかの人だったら，私はこの

私ではなく， 自分の血筋のうち八分の一は

違っていたことになるからです。

もし曽祖父が異なった選択をしていたら，

私の人生もまた違ったものとなっていたで

しょう。100年 以上も前，宣教師がイギリス

に渡ってきたとき，私の曽祖父は宣教師の

話を信 じました。もし信 じていなかったら，

曽祖父はおそらくイギリスを離れるごとも

纏 .
護 購

二∠ ，驚 ポ

場
離

ダ ヘ

舞

灘

難 鰯 ，，
難騨獺
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なく，私 もまたイギリス人として暮らして

いたことでしょう。

そういうわけですから，私が曽祖父やほ

かの先祖のことをもっと知 りたいと思って

も，何 も不思議はないでしょう。先祖のこ

とを知れば知るほど，私は自分のことがよ

くわかるようになるのです。

あなたも先祖のことがわかってくると，

彼らに深い愛を感じるようになるに違いあ

りません。そして，彼らのために神殿の儀

式が行なわれるようにしたいと思うでしょ

う。系図は，あなたをそのように仕向けて

くれる手段なのです。

もしあなたが 「いいえ」と答えていたら，

やり直して 、「はいゴ という答えに変えたい

と思いませんか。そうするだけでも小さな

喜びがわきあがってくるのを覚えるでしょ

う。

質問2： 私は祝福を受けるために神殿に

行ったことがある。(または，そうしたいと

思っている)

「はい」と答えましたね
。

すべての神殿および系図の責任の一番の

基本となるのは，自分のために神殿の儀式

を受けることです。もっと多くの会貝がこ

の祝福にあずかれるようにするために，現

在多くの神殿が世界中に建設されています。

神殿の祝福を受けることは，福音の神髄で

す。何よりも大切な霊的な祝福 を得るため

の土台となるのです。まず自分が神殿の祝

福を受けて初めて，亡くなった先祖がその

ような祝福を得られるようになるのです。

あなたがすでに神殿の祝福を受けていた

ら，その祝福をほかの人にもたらし，また

自分が咬 わした誓約を思い出すためにも，

できるだけたびたび神殿に入るようにしま

鞭 轍

醒 ，購

、黙 懸、
，議

鍵

しょう。まだ神殿に入っていない人は，そ

の日のために自分をふさわしく備えてくだ

さい。

質問3： 私は家族との結び固めを受けて

いる。(ま たは，そうしたいと思っている)

何年か前になりますが，家庭の夕べとそ

れが子供たちに及ぼす影響というテーマで

調査を行なったことがあります。私は家庭

の夕べを開くことはほとんどめったにない

という家族をいくつか見つけ，彼らに3カ

月間，毎週家庭の夕べを開くように言いま
θ

した。

その中のある家族の経験は今も心に残っ

ています。毎週家庭の夕べを開くようにお

願いをするためにこの家庭を初めて訪問し

たとき，父親は吸っていたたばこのパイプ

をわきに置いたものでした。座っている椅

子のすぐそばには，口の開いた缶ビLル が

置かれていました。いくつかの問題に触れ

てから，私はお願いしました。それに対し

て，その父親は 「毎週 きちんと家庭の夕べ

をします」と言って応じてくれました。

そろそろ冬 も終わ り，春になろうという

頃になって，私はふたたびその家族と会い

ました。私はびっくりするような歓迎を受

けました。「しますとおっしゃった家庭の夕

べですが，この3カ 月間，毎週行なわれま

したか」という私の質問に，父親はじっと

私を見てこう答えました。「ええまあ，ほと

んど毎週しました。ただ1週 だけ，家庭の

夕べになるのかどうかわからない週がある

んです。」

すると母親が横から言いました。「あの週

にしたことは，私は数に入れてもいいと思

うわ。」

「何をなさったのか話してみてください
。

そうすればわかりますから。」私は言いまし

た。

すると父親はこう答えたのです。「私たち

は神殿に行 って，家族として永遠の結び固

めを受けたのです。」

思いがけない返事に，私 はあっけにとら

れました。胸が一杯で言葉に詰まった私は，

穏やかな口調でこう答 えました。「もちろ

ん，家庭の夕べに数 えられると思います

よ。」

私 は父親に，こんなに大きく変わった動

機は何だったのか尋ねました。

その答えは簡単なものでした。「毎週私は
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家族を集めて，家庭の夕べを開きました。

子供たちは私や妻のそばに座 りました。家

族のみんながとてもよい気持ちを感 じ，幸

福感を覚えました。それで変わるのは今だ

と決心がついたのです。永遠に一緒にいら

れるように，神殿に入ることについて話し

合いました。そして，そのことをホームテ

ィーチャーに話し，監督にも伝 えました。

それである期間を経た後，私たちは監督か

ら神殿に入るのにふさわしいと認められた

のです。」

中には，神殿の祝福なんて当分は甘い夢

だと言う家族 もあるに違いありません。し

かし，いつまでもそのようであってはなり

ません。神殿の祝福を望む家族は，いつかは

その祝福にあずかることができるのです。

質問4： 私は毎週家庭の夕べを開いてい

る。

もし 「いいえ」という答えだったら，あ

なたは永遠の家族をつくるという最も基本

的な責任をおろそかにしていることになり

ます。家庭の夕べは，どんなに忙しくても

できる，ものです。バランスの取れた信仰生

活を送るうえで欠かせないものなのです。

オークランド神殿(カ リフォルニア州にあ

る)の 献堂式のとき，ハロル ド・B・リー大

管長は次のような意味深い話をしています。

「ジョセフ ・F・スミス大管長と副管長

は，教会員に対 して，週に一度子供たちを

集めて福音を教えるなら，そのような家庭

に育った子供たちは道を誤ることがないと

いう約束をしました。

皆さんは，親 としてその心を子供たちに

向け，子供たちの心をその親に向けさせる

またとない時は，とばりの向こうに行った

時であると思いますか。とばりの向こう

に行くまで引き延ばしておいて，その時に

なっておろそかにしてきた子供たちを懐か

しむとしたら，家族との絆が確かなものと

なるでしょうか。真剣に考えていただきた

いと思います。とばりの向こうに行ってか

らも親子の絆が死を越えて続くものとなる

ように，私たちは今生 きている間に親の心

を子供に向けることを考えるべきでしょう。

親の心を子供たちに向ける，これこそ真の

原則であると思います。私たちはこのこと

を考えなくてはなりません。」

このような週に一度の経験が続けて家庭

生活の中心となるなら，この世において絆
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が生まれ その絆は神殿での結び固めによ

って結び合わされて，とばりを越えて続く

でしよう。

もしこの質問に 「いいえ」と答えていた

ら， もどって 「はい」に直し，毎週家庭の

夕べを実行してください。

質問5、：私は少なくとも4代 の先祖の記

録を作成し，神殿の儀式を受けられるよう

に名前を提出した。

もしあなたが 「いいえ」と答えていたら，

それは4代 の完全な先祖の記録を得るのが

ほとんど不可能な場合がままあるからでし

ょう。

一生懸命努力してそれでもどうにもなら

なかったら，「はい」と答えてよいでしょ

う。そのような人は，系図の探求 という仕

事の精神に応えていることになるからです。

得られたかどうか定かでない情報 よりも，

探求を実際にしてみることの方が大切な場

合がよくあるからです。

4代 かそれ以上さかのぼって先祖の記録

を完成していたら，その記録によく注意 し

て目を通 したり，元になった記録 を振 り返

って調べたりするとよいでしょう。そうす

ると，記録に載っている先祖に詳しくなる

だけでなく，同時に情報の正確さも判断す

ることができます。

それらの記録やほかの記録は，系図表や

家族の記録，個人および家族の歴史などと

一緒に使えるように
，家族の覚えの書に入

れておくことができます。これらはみな，

家族に先祖のことを教えるときに役立てる

ことができます。

質問6： 私の系図探求 はほとんど終わっ

ている。

「はい」と答えた人は
，正直にそう答え

たのだと思います。でも，それはたぶん思

い違いでしよう。

確かに多くの先祖の家系が，現存する記

録でわかる限りさかのぼって調べられてき

一ました。 しかし，それ以上さかのぽって調

べられる家系がひとっもないという人はま

れです。またそのような人でも，時間を上

手に使えば，この楽しい探求に参加するこ

とができます。

することは簡単です。あなたの曽祖父の

子孫で生存している人の中には，系図の仕 ・

事をもっとしたいと思っている人がたぶん

何人かいるでしょう。普通は，系図に関心

を持っている親戚がだれかはわかっている

はずですから，彼らに手紙を書くか，訪問

して話を聞くかします。そして，あなたを

含めた、ζ・たり以上で，先祖を調べる家族集

会なるものを開 く計画を立てます。

その会では，まとめ役 としてみんなが推

す人を見つけて議長に指名します。議長に

選ばれた人は(も しかしてあなたかもしれ

ません)，調査の進み具合を確かめたり，ど

こまでさかのぼって調べるかや，その目標

を達成する方法を決めたりするために，自

分から案を出していきます。これが家族と

しての系図計画になり津す。

親戚の人たちと集まると，それぞれ得意

とする分野があることがわかります。ある

人は記録を調べ，ある人は家族の歴史を書

き，ある人は系図表や家族の記録用紙 に清

書することができます。 また，ある人は資

金を調達し，ある人は写真をとり，ある人

はアートワークの仕事を受け持つことがで

きます。ほかの家族と連絡を取って，家族

集会や一族の集まりを計画し準備すること

のできる人もいるでしょう。全員の才能を

生かせるような計画を立てましょう。そう

すれば，だれも重荷に感じることなく，全

員が自分 も貢献しているという気持ちを味

わうことができます。

この系図計画に参加すれば，どの家族も

家庭の夕べでこの計画を取 りあげることが

できるでしょう。

こうなるとすっか り夢中になって，いく

つかの家系を一緒にした大 きな組織を作 り

たいと思うようになるものですが，それは

やめましょう。自分で処理 しきれない仕事

を背負うことになりかねませんから。信仰

生活をバランスの取れたものにするには，、

ひとつかふたつの家系を調べれば十分でし

ょう。家族の努力を促すために，兄や弟に

ひとつの家系の探求を受け持ってくれるよ

うに励ましてください。姉や妹にもまた別

の家系を調べてもらうことができます。

あなたの系図探求は完全に終わったわけ

ではありません。あなたの働 きはまだ必要

です。ひとつの親戚と連絡を取ること，ま

ずはそこから始 まります。もしあなたがす

でに系図ができて，.自分ひとりで調べる時

間のある人だったら，親戚の人たちも系図

「十種競技」のチームに誘って助けてあげ

てください。



3月

悌 が 私たちに下さったのは，

臆 する霊 で獄 なぐ……ノ

第二副管長

ゴ ー ドン・B・ヒンクレー

この話は，/983年14月5日 ，ソル トレー

クインスティテユートで，末日聖徒の大

学生を対象に話されたものです。

私
は世界各地 を回っていて， またこ

れまでの生涯の中で， いろいろな

悩みや心配事 をかかえた大勢 の人に出会

ってきました。チ ャレンジとも思 えるそ

うした悩みや不安 を聞 くたびに，私は昔

使徒パウロが書いた言葉 を思 い起 こして

きました。当時パウロは，確 かローマで

捕 らわれの身にあったと思います。彼 は

「すでに 自身 を犠 牲 としてささげて い

る」(IIテ モ テ4：6)と 言 っています。

彼はゆるぎない証 を持 ち，よみがえられ

た主を証することに熱意を抱 いた偉大 な

伝道者 でした。彼 は自分が間 もなく世 を

去 ることを知 っていました。彼は大いな

る思いを胸に抱き，「愛する子」と呼んで

いた同僚のテモテに手紙を送 っています。

「こういうわけで……内にいただいた

神 の賜物を，再 び燃えたたせなさい。

というのは，神がわたしたちに下さっ
おく

たのは，臆する霊ではなく，力と愛と慎

み との霊 なので ある。」(IIテ モ テ1：

6-7)

一体
，不安や恐れのない人 というのは

いるので しょうか。そのような人 に，私

はいまだかつて出会ったことがありませ

ん。 もちろん，人 より大きな不安 を抱 い

ている人はいます。またすぐに不安 を取

り除いて しまうことのできる人もいれば，

不安 のとりこになって圧倒 され，それ に

打 ち負かされて しまう人 もいます。人か

らばかにされるのではないかという不安，

失敗するのではないかという不安，孤独

や無知への不安 など，私 たちは様々な不

安にかられ ます。現在 に対 して， また将

来に対 して大きな不安 を抱いている人々

もいます。 また罪の重荷 を背負い，その

重荷か ら逃れるために何 もかも手放 し，

それでいて生活 を変 えることを恐れてい

る人々 もいます。このような恐れや不安

は神か ら来るのではないということを私

たちははっき りと認識 しておかなければ
しつよう

な りません。 そうした執拗 な，破壊的な

力は，真理 や義 にさからうことによりも

たらされ るのです。恐れは信仰 に相反す

るものです。恐れや不安は致命的なまで

に人をむ しばんでいきます。

「というのは
，神 が私たちに下 さった

のは，臆する霊 ではなく，力 と愛 と慎み

との霊なのである。」

この中に述べられている原則 は，私た

ちか ら力を奪い，時には私 たちを打 ちの

めしてしまう不安や恐れがあって も，そ

れを取 り除 いてくれるすばらしいもので

す。私たちに力 を与 えてくれるのです。

では， どんな力で しょうか。 それは福

音の力，真理の力，信仰の力，神権の力

です。

昨年，多くのキリス ト教徒 たちが，マ

ルティン・ルター生誕500周 年 を祝 いまし

た。私たちは彼 を回復 に関する偉大 な勇

気ある先駆者のひとりとして尊敬 してい

ます。私は彼の手 になる偉大な讃美歌，
とワで

「神 はわが砦」 が大好 きです
。

神 はわが砦

破れることなし

強き助 け手ぞ

悪 には打 ち勝つ

すべてのもの

救 いたもう

力づよき造 り主よ

世 はみな従わん

(『神 はわが砦』「讃美歌」17番)

私 たちはみな神の息子，娘 です。その

ことを知 るときに，私たちの内に大 きな

力が宿 ります。神聖 な力が宿 るのです。

このような知識があ り， それが生活 に影

響することを知 っている人は，決 して卑

しい価値 のないようなことは しないで し

ょう。

私 たちの内 にあるそのような神聖な力

を， もっともっと強めていこうではあ り

ませんか。信仰 を持 てるがゆえのあざけ

りに対 し，何 ら恐れる必要はあ りません。

私たちは皆，少なか らずそうしだ経験を

してきているのです。私 たちの中にはそ

うしたあざけりを克服することのできる

力，そのあざけ りを自分 のためになるよ

うに変 えていく力があります。

私は，教 会本部 か ら遠 く離れ た所 に

住 む， 多くの友 人の生 活 を変 えること

となったある女 子高校生 の経験談 を耳

にしたことがあ ります。彼女 と彼女の友

達が， あるパーテ ィーを開く計画をしま

した。 もちろんその時点で，友人たちは

だれひとり教会員ではありませんでした。

彼女ははっきりこう言 ったのです。「きっ

と楽 しいパーティーになるわ。 アルコー

ルなんて必要ないわ。」

すばらしいことに， その友人たちは彼

女 を大変尊敬 していたのです。 そして彼

女の勇気は友人たちの心に伝 わ り， その

友人たちは彼女の模範のおかげで，責任

感 を持 ち，道徳的 につつましくある勇気

を得 たのです。神 は私たちに福音の力を

授 け，不安 や恐れ を克服できるようにし

てくださっています。
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神 は私たちに真理の力を授けてくださ

いました。

ジ ョセフ・F・ス ミス大管長は， かつて

このように言われました。「私たちは，ど

んな事柄 に関するものでも，すべての真

理 を信 じる。世のすべての教派宗派は，

私 たちが受 け入れている真理の原則をひ

とつは持 っている。私 たちは，出所がど

こであろうと，すべての真理を喜 んで受

け入れるものである。 なぜなら真理はい

つ まで も真理 として存続 す るか らであ

る。」(「福音の教義」p.1)

永遠 の真理の光 によって歩むとき，私

たちに恐れるものは何 もあ りません。そ

れよりも，私たちはもっと識別 する力 を

身につけるべ きです。 ごまかしの議論 は，

それを真理 のように見せかけようとしま

すし，半面 だけの真理 は， それを完全 な

真理であるかのように主張 して人々を欺

こうとします。主 のみ業に対抗 する人々

は，推論 を真理であるかのように主張す

ることがよくあります。 また，仮説や学

説がまるで確認 された事実のように伝 え

られたり，時代的背景 や状況 による判断

で出された声明や文書 が真理 として伝 え

られたりすることがよくあるのです。そ

してそのようなことが往々 にして虚偽 の

根元となるのです。

英国人の改宗者 ジョン ・ジェイクスは，

このことを次のような美 しい詩 に書 きあ

げています。これは讃美歌 として人々 に

親 しまれているものです。

饗

藍

累 鞭

繋

瀟

亀

懸

韓

験

萎

糞

難

鍾

蕪

饗

羅 樽
懸 、

戴墾ば悩覆麹暴蜜隆満ち羅

驕る。じ怠じ麟噸圏遽圏一

翼恋捕らね艘の辱匿あ⑦た 誕

とき庭語ったのは，撚の㌫，

うな希望勲言葉羅あつた。

灘 繊 に繍 勘 蹴 ， 鍵臨 構 盤 麗 巌 繭 難

と愛と慎みの霊なのであ 繋灘

る。」(II荻題テ駕6-7)

羅
麟

無

灘懸

欝

鎌 、

無擬

縦

嚢

毫、

魏 ・

嚢

真理は時を越えて
9

始 めな り終 りな り
さ

天は滅び地は裂くとも

真理は悪を切り抜け
と わ

永遠 に変わ らずあらん

(『真理は何といえば』「讃美歌」141番)

私 たちは，永遠の父なる神の もとから

来る真理 に正 しく従い，そ こか らもたら

される力を身に受 けていれば，何 ら恐れ

る必要はありません。

信仰の力 を身 につけている場合 も同じ

ことです。世 の中には教会のあら捜 しを

したり，教会 を敵視したりするような人

人が大勢 います。彼 らは神聖なものまで
ちようろう

も嘲 弄するのです。神 から来 るものをけ

な し，神聖なものが嘲弄 されるのを見た

がる人々の欲望を満たそうとしているの

です。 こうした行動 こそ，最 もキ リス ト

のみたまにそぐわないものと言 えるので

はないで しょうか。私 はそう思 います。
ぽうとく

私たちにとって神聖なものが冒漬され

議麗

ると，非常 に胸が痛 みます。 しかしその

ようなときで も，恐れ る必要はないので

す。その神聖なものが主張 しているのは，

ほかのいかなる人物よりも偉大 なすばら

しい ものだからです。 そしてそれは冒漬

し，敵視する人々よりはるかに長 く生 き

続けるのです。私たちに求 められている

のは，恐れを捨 て信仰 の力を持 ってまい

進することだけです。 このみ業 が起 こさ
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綜

籔

鞄
`

鍾

れ 姻 麹1騰 代 に 主1は 次 鱗 馴 」勲 ・，

，、，れ 麟 鵡 農蒙1・ ・、 業「 惑 ， 難1、.
ゆえ糖『脚1一一 巻

随の鹸に弊 難 鰐 湯，㍉お編，蕎

な繊 講 燦 継 め 難 轡 と共辱

総壁 鞍 賑 難 轡 ・IIも.懲帥 麓磐
熊 壁 蝿 鯵 描 勝つ能1わざ腔
・ば な り 。

.
おも'1ね んねん

淘 を念琴 醒 念々鱗 綿 るべ》6、

畢諮.齢 「続 る融 が鶴
わが肋 の突き傷と， またわ が手足 にあ・一
くぎあと い'ましめ

'奇無痕を見 よる忠信 なれ。わが誠命 巻守「，

れ1さ うば，われ汝 らに天の王国 をっが ・

、じ樋 紹 ・」(教 義 と聖緬 ：34，36讐 、
37)だ

.パ ウロはコリント〈犀次のような手紙、，

、1轡 雛 っで嚇 す・「購 さましてし)な'，

さい?、禦 陛 立 ち弊 い・、麟 しく・強

く 南 っ て ほ し い 。ゴ 〈1ウ リ ン ト16：13)

響と璽 鱗 榊 聯 一解 鴛さった

rl嚇 、騨 る霊では幣 帥 騨 礁
ぎの で あ る1」 ・

こ曝 鍵 挙 擁 鹸 勲 よ惣 曾

灘 嘩 囎 す磯 灘 勲 灘 即 目1
・鄭 王鰐 駆 撰 凝 麟 誘 趨 畢

.

対す登麓 、煮亙驚剛 轟 麟 ⑧鳶"
私ほこれまで，神の愛によって不安や

恐れがやわらぐ様子を何度も目にしてき

ました。教会を愛することによって，確

かに疑いの心を克服することができます。

私は大学の学生たちに，もう50年以上も

前になる私の学生時代の経験を話したこ

とがあります。それはいろいろな面で暗

い時代でした。何もかもが絶望的で皮肉

な時代，そう，あの大不況期の最悪の時

代だったのです。私が大学を卒業 した

1932年当時，失業率は30パーセントを越

えていました。合衆国内だけではなく，

世界的に大変困難な時代を迎えていまし

た。失業者があふれ，自殺者があとを絶

たない時代だったのです。

大学時代の若者というのは，少々批判

的で気むずかしくなりがちなものですが，

1930年代には時代の風潮によりそうした

傾向が一層あおり立てられていきました。

何でも疑ってかかる時代，人生のことや

雌鱒 解 、と 教会の鱗 麟 灘 難
に弊 疑轡 描 鹸 騨'鵡 力讐

1麟 庵 欝 綬 磯 鞭 も翻 就 葵・

、、そう》鮭 鴛 柳 遡 難 離 、、蛎
：願 継 蕪 難 肇し購 鷲黙身白勺
で糠 轡 騨 齢 鷲 律 鄭 軸 た

震難 鷺讐 警欝
私たちの著い唄韓郷薄、がも申由に知鷺
こ鞭 鰹 る献 麗 韓 離 蝿 忌葵

'餌，灘 、艶 鯵 彩講綱謝鰯 戴1

黙 赫 灘 対鎚 擬 譲 鰭 鯵 あ渡ま
隣 「鞭 鞭 鵜'私 糊 森雛

呂な騨 林 鱒 縛 脹鯵 こ孝が鴛 零

球 鞭 鯵 職鵬 難 愛鰭 擦 し

蒸し・.す壁 戦 立派嫉 赫 ぢ琳 切
・燭 勢 齢 鵡 その絃 蝉 搦

、，私

膿 犬1警戦 こど欝
、勢 轡 、鞍 や聾 鱒 灘 鶴

鱒 騨勲撫鱗繕響1鷺
罵》し残よ つ厄力o

「鯉 舞 繕 馨 簸 鱒
、鯉：肇[

寧寮は蓼譲 力と愛、と像みピ偽寧な璽羅

擁 」・、、
ここに出て くる 「慎み」 という言葉を，

パ ウロはどのような意味 で使 っていたの

でしょうか。彼 は福音の基本論理 のこと

を指 していたのではないで しょうか。私

にとうて福音とは，単なる神学用語 の集 ま

りではありません。安 らぎの真理 が順序

正 しく並，べられたゴ簡潔で美しい筋の通

ったものです。私はまだ知 られていない

奥義 をあれこれせんさくするつもりはあ

り1串せん。禾の門が開き戸牟引、書戸かと
いった証 を蝉 鍋 嬢 瞬 髪さ醗 芽・

私が関心を持うて6る のは，確 か1こ門は

開かれ るということだけです。・最近では，

予言者 ジ智セフ ・』ス ミスが最初の示現に

ついていろいろな表現で話 している;と

に何 の不安 も持 たなくな りまじだ。それ

は，新約聖書ゐ福音書 を4人 の人々が書

いていることと同じなのです。彼 らは自 ・

分 自身の判断で， しかも様々な出来事 を ・

彼 らの記す目的に合 わせて書 き連ねてい

聖徒の道/1985年2，3月 号

るのです。

私がもっと関心を抱いているのは， こ

の神権 時代 に，男性 も女性 もすべての人

人が彼 らの創 り主，瞭い主を愛 し，お互

いに感謝の気持 ちで仕 え合 い，不死不滅

と永遠の生命 に至 る道を信仰 を持 って歩

めるようにと，神 が偉大なすば らしい計

画を啓示してくださったという事実です。

「神 の栄光 は英智な り
。すなわち，光明

と真理な り。」(教 義 と聖約93：36)私 は，

このようにすばらしい宣言 をしてくださ

っている主 に感謝 しています。 また次の

ような戒めが与 えられていることにも感
なんじ よ ふみ

謝 しています。「汝 ら最 も善 き書 より智

恵ある言葉 を探 し求 めよ。」また，私たち

は 「研究 と信仰 とによりて」知識を得 る

ようにとも言われています。(教義 と聖約

88：118)

私 が大学生だった頃雪生物の進化に関

して様々な意見が飛 び交っていました。

地質学 と生物学 のクラスをとっていた私

は，ダーウィンの進化論を詳細 に学、言ミこ

とにな りました。 しかしどうも納得でき

ず，いろいろ考 えてみましたが，結局は

私 自身の考 え方に影響 を及 ぼすまでには

至，りませんでした。なぜなう私 たちの起

源 や神 と私 たちとの関係を，私 は聖典を

通 して知 っていたか らです。それ以来私

は， 自分 にとってもっとずっと大切 な，

すばらしい進化論 を持 つようになりまし

た。それはすべての男性，女性 が神 の息

子，娘であ り，創造主の子供 としてすば

らしい進歩の可能性 を持 った者であると

いう説です。・この偉大な原則 は，啓示の

中に次のような言葉で述べ られています。

、「人を徳に導かざるものは，神 による

にあらず暗黒なり。・

神 によるものは光明な り。 その光明を

受けて神 に従 うこといよいよ久 しき者 は，

その受くる光明 いよいよ明 らかな りdそ

グ)光明いよいよ明 らかとなりてついには
まった

完 き昼 となるべ し。」(教 義 と聖 約50：

23π24)

この言葉をよく頭 に入れておき たいも

のです。ζこには，私たちの内に宿 って
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いる偉大な可能性 について， すば らしい

約束がなされています。神が息子，娘で

ある私たちを愛するがゆえに与 えてくだ

さった約束の もとに，私 たちは生まれて

きているのです。人生で出会 ういろいろ

な問題や困難に対 して，何の恐れること

があるでしょうか。かつての合衆国大統

領 フランク リン・D・ルーズベル トが語っ

ているように，「恐れその もの」を恐れる

べきではないでしょうか。 ここで もう一

度，パウロの教 えている非常 に大切 な真

理 に触れたいと思います。「神 が私 たちに

下 さったのは，臆する霊 ではなく，力 と

愛 と慎みとの霊なのである。」

そしてパウロは， テモテに次のような

すばらしい勧告 を送 っています。「だか

ら，あなたは，わたしたちの主のあか し

をすること……を，決 して恥 ずか しく思

ってはな らない。」(IIテ モテ1：8)

この言葉 を，皆さん一人一人 に与 えら

れたものとして受 けとっていただきたい

と思います。決 してお ごり高 、ζミることな

く， 自信を持 って歩 もうではありません

か。私たちの救 い主，貝費い主なるイエス・

キ リス トヘの確信の中に，静 かな威厳を

漂わせて行動 していこうではありません

か。主からもたらされ る力の中にこそ強

さを見 いだし，主の存在 に欠かすことの

できない平安 の中にこそ安 らぎを見 いだ

したいものです。全人類のためにみずか

らを犠牲として捧 げて くださった主の精

神 にならって，私 たち も喜んで犠牲 とな
うつわ

りたいものです。 「主 の器 をになう者 よ，

おのれを清 く保て。」(イ ザヤ52：11)こ

の主の戒 めに従 って，徳高ぐ生き ようで

はあ りませんか。そして 「悔 い改 めよ」

という主の戒 めを守るために，いかなる

罪 をも悔 い改め，主が約束 して くださっ

ている慈悲のもとで，赦 しを求めようで

はあ りませんか。 お互 いに仕 え合 うこと

によって，主 に対 する私 たちの愛 を表わ

そうではありませんか。

ホームテ ィーチャーヘの提案

強 調 点 ：ホ ー ム テ ィ ー チ ン グ の と き， 以
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下の点を強調 するとよいで しょう。

1.

2.

3.

4.

縷

灘
巌

離顎 、

聡

甕

響翻蟹

羅蹴幽
、灘 、

鍵羅艦 撫 懸鱒
西蒸

恐れは神 から来 るものではなく，悪

魔から来るものである。恐れは信仰

に相反するものである。神は私たち

に，恐れを取 り除いて くれるものと

して 「愛」 と 「力」 と 「慎み」 とを

与 えてくださっている。

福 音の力は私 たちに強さを与えてく

れる。その強さとは，私 たちが神 の

息子，娘であることを知 るときにも

たらされる強さである。

私たちは人を勇気づける愛の力すな

わち主 に対する愛，両親，家族，友

人，教会の指導者に対 する愛によっ

て，恐れや疑 い，悩みや挫折感を克

服することができる。

つつましさは，私 たちに福音 は簡潔

で美 しく，筋の通 った ものであるこ

とを理解 させてくれる。

灘

♂読

5.恐 れ を克服 しようとするときには，

決しておごり高、璽ることなく，自信を

持 って， また救 い主への確信の中に

静かな威厳を漂わせて行動 していき

たいものである。

話し合いを進めるために

1， 恐れの気持 ちを克服 することについ

て，あなたの感 じていることや経験

したことを述べる。

2.

3.

この メッセージの中に，家庭で読ん

だり話 し合 った りするのによい聖句

や言葉 はないだろうか。

話 し合 いをより充実 したもの とする

ために，訪問する前に家長 と話 し合

っておくとよい。今回のテーマに関

して定員会指導者や監督から家長に

あて られたメッセージはないだろう

か。



ラッセル ・M・ネル ソン 長 老r

神の律法を生かむで

マー ビン・K・.ガー ドナ ー
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78年2月 ，メキシコのサンマニヨ

で30年 前 の同級の医師たちとの学

会 に出席 していたときのことです。急 に

ひとりの医師が胃の大量出血で重態にな

りました。平常 であれば居合 わせただれ

にも処置はで きたはずです。だれ もが医

療訓練 を積 み，経験を重ねて，技術 にも

知識にも秀でていました。.しか しそのと

きは，仲間が苦 しむのを見 ながら， 自分

たちが無力 なことを知 ったので した。

「町か ら遠い漁村 のリゾー ト・ホテル

だったのです。」 ラッセル ・M・ ネルソン

長老は当時を思 い起 こして語 りました。

「病院 は一軒 もありませんで した
。一番

近い所が， 山道 を何百 キロも行 づたグア

ダラハラにありましたが，夜で飛行機 は

飛べませんでした。器械 がないので，輸

血な どとてもできません。 だんだん衰 え

ていく彼を目の前 にしながら，知恵を集

め，憂慮を重ねても，友を助ける手だて

にな らないのです。出血を止めることは

できませんでした。」

病人が祝福を して くれるように頼みま

した。 するとす ぐさま，メルケゼデク神

権 を持 っている医師が数人集 まり，ネル

ソン博士が祝福 の言葉 を述べ ました。「私

は 『出血が止 まり，あなたは生き延びて，

家に帰 り，仕事 に復帰 できるで しょう』

と宣言しました。みたまがそう告 げたの

です。」祝福 の通 り，その病 人は快復 し

て，無事帰宅 したのでした。
いや

「病 人やけが人を癒 すのに
，人間が手

を下せる領域 はほんのわずかしかありま

せん。」ネル ソン長老 は言 います。「教育

を受ければできることは少 し増えます。

学位 を得，専門技術を学ぶことによって，

手を下せる領域 はほんの少 し広がるでし

ょう。 しか し，本 当の癒す力は神 からの

賜です。人が自分でできることをすべて

尽 くしてもまだ足 りないとき，神 は人を

益 し祝福するために，神権の権能 を通し

て神の力のいくらか を行使できるように

計らってくださいました。」

心臓外科医であるネル ソン博士 は，人

が無力であるときに神権 の力が働 くのを

数々見て きました。 しかし， また別 の神

聖 な原則が働 くことをも見てきました。

「もし
，祝福がいただきたいなら，その

祝福 の基づく律法 に従 うことです。」

彼は， スペンサー ・W・ キンボール大

管長か ら手術前に祝福 を頼 まれたときの

ことを例 にあげてこう語 ります。「予言者

は祝福 のあとで，『その祝福 が実現 するよ

うに，なすべきことをどうぞ続けてくだ

さい』 と言いました。」

新たに使徒 に召されたネルソン長老は

こう語 ります。「私 は40年 間，神が創造さ

れた肉体 に直接かかわる仕事 をしてきま

した。そしてそれは，100パ ー セン ト神の

律法 にかかわる仕事で した。疑 う余地の

ない永遠，永劫の律法です。 そしてその

律法は手術の仕事 に応用 されるのと同 じ

ように，使徒 の召 しにもあては ま りま

す。」

そうした経験が備 えとなって， ラッセ

ル ・M・ ネルソンは1984年4月7日 ，十

二使徒定員会会員に召され ました。彼 は

召しが来 る言っと以前から，職場 や家庭

で神の律法を尊重 し，それに従 うことを

学んでいたのです。 ネルソン長老は先祖

が残 してくれたものに負うところが大 き

いと語 っていますが，曽祖父母の8人 全

員がヨーロッパで教会 に加 わ り， ユタヘ

移住 し， エフライムの町 に入植 しました。

彼 らの勇気 と熱意は，子孫に同様 の心 を
は ぐく

育んで きたのです。

ネル ソン長老 は1924年9月9日 ，マ リ

オン・C・ネル ソンとエ ドナ ・アンダーソ

ン ・ネルソンを父母 として， ソル トレー

ク ・シティーに生まれ ました。少年時代

はたくさんのことに関心を持 ち，10歳 で

父が経営する広告会社の使 い走 りをしま

した。のちには銀行 や郵便局，写真 スタ

ジオでアルバイ トを しました。音感 に優

れていたため，高校，大学 までは合唱団

で歌 い，音楽劇 に出演 し，四重唱では賞

も得 ました。 ピアノを弾き，チームで弁

論大会 にも出場 しています。

ネル ソン長老 はそのほかにもいろいろ

な活動 を得意 としましたが，フッ トボー

「それ まで会 った

女性の中て最も美

しい人」と呼んだ

ダンッ ェル姉妹 と

共に。婚約直後の

1945年 撮影。
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ルのコーチは，試合 中一度 も彼 をベンチ

から出してくれませんで した。「ひとつに

は，私 に手 をかばいたい気持 ちがいつも

あったせいだろうと思います。 スパイク

で踏みつけられるのが恐かったんです。」

その彼の手が，40年 ほど後 になってコー

チに手術を施 したのでした。

彼は大学在学中に，医学 を学 ぼうと決

心しました。成績 は優秀で，何度 も優等

生に選 ばれ，1945年6月 に文学士号を受

けました。このときにはすで に医学大学

院の1年 に入学 してお り，彼 は4年 間の

課程 を3年 で終 了 しました。こ うして

1947年8月 に首席で卒業 した彼は，22歳

の若 さで正式 な医師の資格 を得たのです。

その間，ネル ソン長老 はダ ンツェル ・

ホワイ ト嬢 と出会い，結婚しました。参加

を誘われていた大学の音楽劇 でリー ド・ソ

プ ラノを歌 っていたのが彼女 でした。彼

女 と会 い，歌声 を聞いて，ネルソン長老

はすっか り夢中にな りました。「それまで

会 った女性の中で最 も美 しい人だ と思い

ました。すぐに，結婚するのはこの人だ

と感 じましたね。」彼 が音楽劇 に出演 する

つもりになったことは言うまでもあ りま

せん。それから3年 後の1945年8月31日

に，ふたりはソル トレーク神殿で結婚 し

ました。 ダンツェルは学士号を取 り，第

一子が生 まれるまで教職 に就 きました
。

ネルソン博士が ミネソタ大学のインタ

ー ンであったとき，彼のチームは医学史

に残る業績を上げました。心臓手術中に

患者の心臓と肺の機能 を代替する器械 を，

3年 の歳月をかけて初 めて開発 したので

す。1951年 に，その器械 を使 って初めて

人の開胸手術が行 なわれ ました。

4年 後 にはネルソン博士 によりソル ト

レーク ・シテ ィーで初 の開胸手術が成功

し，ユタ州は合衆国第3番 目の州 として，

この重要 な里程標 に名のりをあげたので

した。

彼はこの画期的な業績 を，神の律法に

従 ったおかげであると語 っています。「医

学大学院に入学したての当時は，人の心臓

はいじってはならない，拍動が停止するか

ら， と教 えられました。しか し教義 と聖

約88章36節 には，『すべての王国にはみな

一 つの律法を与えらる』とあります。 そ
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れで，心拍 という祝福 も律法 に基づいて

いると思 ったのです。 それ らの律法 を理

解 し，コン トロールすることが もしで き

れば，おそらく病人のために役立つだろ

うと考 えました。

ということはつまり，科学実験 の中で

課題 を探求 し，研究 していけば，心拍を

つかさどる律法 をつきとめることがで き

るということです。今はそうした律法の

いくつかが明 らかになっていますので，

拍動 を止めて，損傷 した弁や血管を慎重

に修復 してか ら，また拍動の開始がで き

るということがわかっています。」

ネル ソン長老 はソル トレーク ・シティ

ーへ戻 るまでに2年 間
，朝鮮戦争中に陸

軍で医務 に就 き，韓国 と日本， その後 は

ワシン トンD.C.の ウオルター ・リー ド軍

医療 センターで働 きました。そののち，

ボス トンのマサチューセッツ陸軍病院 に

1年 勤務 し， ミネソタ大学 に復帰 して1

年 後の1954年 に博士号 を得 ました。

ネルソン博士 はユタヘ帰 ってからも，

研究，教育，手術を続 けました。公務 も

忙 しく，地域や国内外で専 門を生か し，

さまざまな要職 を務めました。 おもだっ

たものは胸部外科指導区会会長， アメ リ

カ胸部外科委員会委貝長のほか， ソル ト

レーク ・シティーの教会付属病院では胸

部外科主任 および副病院長 の職責 にあ り

ました。受 けた栄誉の一例 をあげれば，

アメリカ心臓協会か らの 「国際奉仕活動

表彰状」，アメ リカ功績 アカデ ミーか らの

「黄金 プレー ト賞」などがあります。

彼 は長年にわた り，教会幹部 や社会 の

指導者を含む大勢の人々の心臓に直接触

れてきました。1972年 に はスペ ンサー ・

W・ キ ンボール長 老の心臓手術 を手 が

け， そのあ と， 自分が手 を下 したその人

がいつの日か教会の大管長になるという

証 を受けたので した。(『心臓外科医 ラッ

セル ・M・ ネル ソン.と従順』「聖徒 の道」

1983年4月 号参照)

医 療の道から全時間の教会奉仕 に転換

する現在，ネル ソン長老の心境 はどうで

しょうか。「奉仕できるこの特権が待 ち遠

しくてならないのですよ。」彼はそう言っ

てにっこり笑いました。「私 に会 いたいと

思 う人たちに来ていただけることは， ど

んなにかいいことだろうと思っているの

です。 これ まではいつでも，来 たくはな

いのに来 ざるを得ない人たちとばか り，

病院でお会い していました。これからは，

務めの大半が楽 しい ものであると思 いま

す。」

彼にあって は，.人 生の一章を閉じるい

くば くかの悲 しみが，次 に始 まる章への

期待 によって和らげられています。「私 は

何年 も前 に，N・ エル ドン・タナー副管長

から，振 り返 らないということを教 わ り

ました。『懐古 メガネ』で振 り返 り， もし

あの ときああしていたならと過去 を悔 や

んではならないということです。ですか

ら， もう過去 を忘れ ます。その時々 にそ

れなりの機会 はあ りましたし，私 にとっ

ては良かったか，失敗 したかのどちらか

です。 自分は最善 を尽 くしたと自覚 して，

これまでの生活 に決別 します。」

ネル ソン長老は，教会活動 にも終始最

善 を尽 くしてきました。合衆国が戦争中

であったため，19歳 でフルタイムの伝道

に出る機会はありませんでしたが，以来，

彼は多くの機会 を見 つけて宣教師 となり

ました。 あるときひとりの看護婦にほか

の外科医となぜ違うかと問われ，彼女に

教会 を紹介 しました。彼女 はほどなくバ

プテスマを受 け，のちにその子息が伝道

に出ました。

また同僚の夫妻が教会 に興味 を持 った

ので， いくつかの原則 を説明 し，モルモ

ン経 を貸 しました。1週 間後に，彼 らは

丁重なお礼 を言ってモルモン経 を返 して

きました。「ほんとにあ りがとうって，ど

ういうこと。」ネル ソン長老 はふたりの友

人 に尋ね ました。「この本を読んだにして

は実 に不似合 いな返事だ よ。読 まなかっ

たんでしょう。 どうかもう一度持 って帰

って読んでよ。 そして，返す ときにはも

っ と気 の利 いた言葉 を聞 かせて くださ

い。」

夫妻 はモルモン経をざっとしか見なか

ったことを認めて，ネル ソン長老の勧め

に従いました。それから3週 間後，彼 ら

は目に涙 をにじませて本 を返 してくれま

した。「この本 は確 かだね。もっと知 りた

いんだが，どうしたらいい?」

青年医師はほほえんで答えました。「本



を読んで くれたことがわかったよ。さあ，

ではこれからだ。」やがて夫妻はネルソン

長老からバプ テスマを受けたのでした。

ラッセル ・ネルソンは，医学研究 と専

門の職務 に忙殺 されなが らも，教会の責

任を誠実 に果 たしてきました。 日曜学校

や祭司定員会，監督会，高等評議貝会 で

働 き，10年 間テンプルスクウェアの宣教

師 も務 めました。 またステーキ部長， 中

央 日曜学校会長，地区代表 としても働 い

て きました。

しかし，いかに優先 すべ きものがほか

にあったとしても，彼 の心は常 に家族 の

上 にありました。あるとき，国内誌の記

者から9人 の娘 とひとりの息子 を持つ珍

しいネルソン家の写真 を撮 りたいと言わ

れ，そのときネル ソン博士はこう説明 し

ました。「私 たちは，人生一番の目標 はし

っかりした家庭 を作 ることだと考えてい

ます。教会や社会での奉仕 も，学び続け

ることも，仕事 の苦労 も，みな家族 の発

展，子供たちの成長のためです。」

記者 は驚きました。「いや，しかしこの

前のイ ンタ ビューでは，『まず神 の国を求

めなさい』(マ タイ6133参 照)と いう聖

句にご夫婦 で従うように努 めてこられた

とおっしゃいました。 それが，家族が第

一だと今言われるわけですが
。」

「記者 はしてやった りと思 ったので し

ょう。でも，私はずっと以前か らの優先

事項 を改めて思い返 して言いました。『主

から授かった家族 をまず愛 し，大事 にし

なければ，神 の国を求 めることはできま

せん。 まず妻 を愛し，大切 にしなければ，

家族 を大事 にする こともで きません』

と。」

勉学や研究を続けたいと望 む彼 を支 え，

困難な時期 に貧 しさを嘆 くこともせず，

「家庭の中心」であ り続けた妻のダンツ

ェルを，ネル ソン長老 はたたえ，感謝 し

ます。

一方 ネルソン姉妹 は
，彼 こそが 自分 を

支 えてくれたと語 ります。「彼の人生に一

番大切 なのは私 なのだと，感 じることが

できるのです。子供たちに母である私 を

粗末 にさせず， 口答えも決 して許 さない

人でした。いつも，『母 さんは我 が家の女

王様だ。何 な りとお望 み通 りにいた しま
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しょう』 と言うんですよ。いつもそんな

ふうに支 えられてきました。」

木曜 日は彼女が したいことをする日で

す。毎週木曜 日の午前中は教会付属病院

でボランティア活動 を行 ないます。 また

1967年 以 来タバナクル聖歌隊のメンバー

として，木曜 日の夜の練習に参加 してい

ます。「夫はこれまで，毎週木曜の夜 だけ

は何 とか都合 をつけて，家で子供 たちと

一緒 にいてくれます
。」

ハロル ド・B・リー大管長が， それほど

多忙 な人の妻であるのはどんな気持 ちか，

ネルソン姉妹 に尋ねたことがありました。

その後 リー大管長は，そのときの彼女の

返事 をよく引き合いに出 したのですが，

ネルソン姉妹 は，「帰宅 したときは，家に

おりますもの」 と答 えました。

「家では
，彼の心 にあるのは家族 のこ

とだけです。」ネル ソン姉妹 は言います。

「テ レビを見るよりも
，食事 の支度 を手

伝 ったり，お皿 を洗 った り，子供の宿題

を見たり，寝る前に本 を読んでやったり

しています。夫婦、ζ・たりの時問も楽しみ

ます。」

これか ら，彼女の役 目は変わると思 う

でしょうか。「きっと気持 ちは違 うで しょ

うね。医療でなくて，すべて教会の仕事

に向けられるのですから。で も，私 の役

目は前 と同じ，彼を支 えることです。彼

の伴侶 として，一緒に働 けることを誇 り

に思ってお ります。」

子供たちの思 いもネル ソン姉妹 と同じ

です。父親が 自分たちを愛 していること

を一度 も疑 うことな く，一人一 人が 自分

こそは愛 されている子 だと感 じています。

「忙 しすぎてかまわれないって感 じたこ

とはないですわ。 よく一緒にいろんなこ

とをしました」と，娘のエ ミリーは言い

ます。

ネル ソン長老は忙 しいスケジュールで

あ りながら，時間を作ってそれぞれの子

供 と着実 な関係を築 いてきました。各地

を旅行することが多かったため，毎回ネ

ル ソン姉妹かひとりの子供をその旅行に

伴いました。彼 はそれを，ぜいた くでは

ない，賢明な投資であると考 えました。

「そういう旅行のおかげで
，彼 らの問

題や希望 にじっくり耳 を傾 ける機会 が持

てたのです。 ただおしゃべ りをしたり，

考 えや経験 を話 し合 った り。」

ネル ソン家の子供 たちにははっきりし

た 日課があります。午前6時30分 に聖典

を読 むこと，6時45分 と毎食前 と午後10

時 の家族 の祈 り，そして週 に1度 の家庭

の夕べ。子供 たちも皆親 ゆず りの音楽好

きで，合唱 を楽 しみます。 ピアノやバイ

オリン， ギター，アコーディオン， フル

ー トの音色がこの家 を包んできました
。

待 ち遠 しいのは休暇です。冬 にはスキ

ーをします
。(ネル ソン長老の言葉によれ

ば， スキーは 「どうしようもなく好 きな

もののひとつ」です)夏 は水上 スキーや

水泳， テニスをします。毎年，馬の遠乗

りにも出かけます。「ついて来た子をひと

りずっ前に乗せて走った思 い出は， なつ

かしいかけがえのない思い出です。」ネル

ソン長老は語 ります。「子供の髪 に鼻を埋

めて，体 をすっぽりと抱き包んで。きっ

と子供たちは馬から落 ちないように私が

しっか り押 さえて くれていると思 ったで

しょうね。 しかし実 のところ，順番に子

供 とふたりきりになるその貴重 な瞬間 を

高性能拡大鏡 とスポッ トライ トの下，手

術中のネル ソン医師



心 にしっかり焼きつけておこうと，夢中だ

ったんですよ。乗 るたびごとに，私 はこの

子 の父親なんだ というすばらしい特権 を

天父に感謝しました。どの子 も私 にとっ

て特別な霊でしたか ら。」

ネル ソン夫妻は，それぞれの子供たち

を祝福 であると感 じています。1972年 に

第10子 と して初めて息子 を迎 えましたが，

その17年 前のある夜にネル ソン姉妹はひ

とつの経験をしています。「ただの夢では

なかったと思 っています。」それは，いつ

の 日か息子を得 ると確信 させる経験で し

た。1972年 のある夜半にネルソン長老 もあ

る経験をしました。「今度ダンツェルがみご

もっているのは，以前に妻に現われてい

た男の子だとわかったのです。」ラ ッセ

ル ・ジュニアが生 まれて，父親がその知

らせを電話で家に伝 えると，娘たちから

歓声が上が りました。

今では家に余裕があ ります。残 ってい

るのは18歳 のマージョリーと12歳 のラッ

セルだけにな りました。マーシャ(ク リ

ス・マッケラー夫人)， ウェンディー(ノ

ーマン・マックスフィール ド夫人)
， グロ

リア(リ チャー ド・イ リアン夫人)， ブ レ

ンダ(リ チャー ド・マイル ズ夫人)， シル

ビァ(デ ビッド・ウェブスター夫人)， エ

ミリー(ブ ラッ ド・ウィッ トワー夫人)，

ロー リー(リ チャー ド・マーシュ夫人〉，

ロザリー(マ イケル・リングウ ッド夫人)

の娘8人 は既婚者で， ネルソン長老夫妻

には22人 の孫 があ ります。

予想に違わず，ネル ソン家 は一族 の親

睦のために方法を講 じています。「ネル ソ

ン家 だより」は，家族からの投稿や大切

な行事などを載せた月刊 の家族新聞です。

毎月1回 夕食会 を開 き， その月の誕生 日

や記念 日をまとめて一緒に祝 います。祝

われる人たちの名前 をデコレーションケ

ーキに書 き
， ネル ソン長老がその写真を

撮 って欠席 した人に送 り，その人の誕生

日をみんなで祝 ったことを知 らせ ます。

娘たちが何人か家を離れてか ら，ネル ソ

ン長老は空 き部屋のひとつを書斎に変え

ました。「妻のアイデアだったんです。そ

れ ぐらいの道楽 はしなさいと言われまし

たよ。」書斎 には写真 の設備や科学研究用

のコンピューター， ワー ドプロセ ッサー，
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教会図書や科学書を収めたライブラ リー

があ ります。

彼 の1日 は自分のための1時 間から始

まります。「私が一番 に起 きます。ひとり

で聖典 を読み，祈 りをし，30分 位 は讃美

歌やヨハ ン ・セバスチャン ・バ ッハをオ

ルガ ンで弾 きます。ですから朝出かける

ときには，聖句 や美しい音楽 といった良

いもので心が満 たされています。それが

何よ りの良 いスター トです。」

ネル ソン長老個人の準備や，教会や家

庭での様々な経験や職業 は，みな彼 の証

を強めるもととなりました。これまでの

人生を医の律法 とともに歩んできた彼は，

自分 の信仰 をキ リス トの弟子としてだけ

でなく，科学者の 目でも見つめています。

「外科医というのは
，神 の最高の創造物

のひとつである人体 について知 るうえで，

ユニークな立場 にあると思 うのですよ。

人体 の各部が，私には信仰 を深 めるもと

鰯

となっているんです。

それに，イエス ・キ リス トについての

もうひとつの証であるモルモン経の大 き

な説得力があげられ ます。モルモン経 に

ついては，予言者 ジョセフ ・スミスの説

明を読めば， ほかの説明 は無用です。」

ラッセル ・M・ ネルソン長老は，心臓

外科医として働 いたその同 じ熱意 と精力

と献身を十二使徒定員会 に捧げることで

しよう。

しかし彼にとって，新 しい召 しは新た

な側面 を持 っています。「私 は神 と御子イ

エス ・キ リス トに深い確かな信仰 を持 っ

ています。今携わっている仕事 は，世の

中で最 も重要な仕事 です。すべてを包含

した，実 に充実 した手ごたえのある仕事

です。ベス トを尽 くさなければならない

と思 っています。 この管理 の職 は主から

託 されたものですから。」
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瓶の中のイークン玩葡
クレイグ・J・ス ミス

ぴん

1
本の瓶か ら貴重な教訓を得 るとは，

だれが考えつ くだろうか。，忘れら

れないあの春 までは，私にも， とて も考

えられないことだった。あの春 は， もし

全部が予定通 りにいけば， じきに3年 近

く努力 してきた目標が達成されてイーグ

ルスカウ トバッジが もらえるという特別

な春 だった。

その喜 びにもましてうれ しいのは，賞

を親友 と一緒に受けられることだった。

私たちは幼い頃からまるで兄弟のように

して育 ってきて，スカウ ト活動 に参加 す

るの も例外ではなかった。テ ンダーフッ

トの階級からだいたい同時に進級 してき

て，同じときにイーグルスカウ トになれ

るのを楽 しみに待 っていた。

ただひとつだけ，一緒にで きないこと

があって，それはイーグルスカウ ト評議

会による面接 という難関だった。地 区の

指導者の中から選ばれる2，3人 の評議

員から個別に面接 を受 けるのだ。そこで

は， イーグルの階級，スカウ ト活動全般，

国に対する考 え方， イーグルスカウ ト奉

仕活動などのことについて評価をされる。

中でも奉仕活動は地域 に貢献する立派な

仕事でなければならず， イーグルの階級

に達 する最終関門だった。私 は自分の活

動計画が確実 に通 るように，前 もって数
ク

人の地区指導者に提出 して見て もらい，

大丈夫だろうという保証 を得ていた。

待 ちに待 った当 日の夜がついに来て，

友 と私は評議員の前 に立 つこととなった。

面接室のひとつに呼 ばれて行 くまでの待

ち時間が果て しな く長 く感 じられた。考

えることといえば， イーグルの階級 を得

るためにこれ まで どんなに頑張 ってきた

かということと，あと数分で，成功 か失

敗 か， 自分の懸命な努力の結果がわかる

ということだけだった。

永遠 のように思われた10分 の後，つい

に私が呼ばれた。友は私のす ぐあとで隣

の部屋 に入った。評議員は2，3分 話 を

してから奉仕計画のことを私 に尋ねた。

それについて詳 しいことまで話 し合 って

から，彼 らが審議する間，私 は外 に出さ

れた。 その時間に比べれば，面接 までの

待 ち時間は，何 と気楽 だったことか。

やがて面接室の ドアの開 く音が，廊下

の重苦 しい沈黙を破 った。私 は両親 と隊

長 と一緒 に中に入 るように言われた。評

議会の議長が私に，スカウ ト活動 の最高

の段階まで到達できたことの賛辞 を述 べ

始 めた。それはすばらしいほめ言葉だっ

たが，心のすみでは， 「しかし……」と彼

が続けるのを想像 しないわけにはいかな

かった。だがその悪夢 が実際 に起 きると

は，少 しも感 じなかった。評議会 の議長

が丁重な賞賛 の言葉 をしば らく述 べた後，

「しか しながら
， あなたの奉仕活動 は，

イーグルバ ッジを授与するまでにはいさ

さか及ばないと思 われ ます」と言った。

私 は平手打 ちを食って地面に張 り倒 され

たような，生まれて初 めての屈辱 を感 じ

た。体 中の力が抜けた。 そこからは，彼

らが何 を言 ったか， まるで覚 えていない。

何 も感 じず，何 も考 えなかった。ただ，

さっきまで胸ふくらませて待 っていた部

屋 を通 り過 ぎるとき，イーグル志願者た

ちの前で涙 を見せるのが非常 に気になっ

たことを思 い出す。 それから，3年 もの

間一緒 に頑張って さた親友が，評議員の

前 を晴れやかな様子で通 るのを耳 にした

ことも覚 えている。彼 は今度の授 賞式で，

自分 を加 えずひとりだけでイーグルバ ッ

ジを受 けるのだ。そのときの挫折感，屈

辱感は言葉ではとうてい表わすことがで

きない。イーグル スカウ トヘの階段のほ

んの小 さい1段 ， もう当然 と思 っていた
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その1段 が， 目標到達 をさえぎったのだ

った。 この克服 できそうもない痛手から，

自分 は立ち直ることがで きるだろうか。

そうだ，父が何 か言って くれた らきっと

で きる。

それか ら数 日して，父から ドライブに

行かないかと誘 われた。そのときは別 に

することもなかったので， 「行 くよ」と答

えた。 どこへ行 くのかわからなかったが，

行 き先 はじきに知れた。車が近所 にある

瓶工場 に近 づいたとき， これという理由

もないのに，そこが 目的地 だとわかった

のだ。私たちはガラス瓶製造の最初 の建

物 に入 った。父は，ガラスの原料 となる

砂の山を教 えて くれた。 白熱 した大粒の

しず くが瓶型 に流れ落 ちるのを，ふた り

でうっとりと見つめた。

父は機械 の一つ一つが，瓶の完成に向

けて どういう働 きをしているのか説明し

なが ら，全工程 を見せて くれた。 その終

わり近 くに，お もしろい装 置があった。

それはひ と瓶ずつに高圧 をかけて，「安全

な使用」ができるか どうか，強度を試験

する装置だった。圧力を加 えられてたく

さんの瓶が壊れた。父は，見学の記念に，
はい さ

廃棄処分 になる瓶 をひとつ もらって帰ら

ないかと言った。私は心の中で，「父さん，

見学はとて もお1もしろかったけど，瓶1

本 をもらっていって， これか らの人生に

このことを思 い出すのがそんなに必要か

な」 と思 ったことを覚 えている。

私 は， その瓶が どういう意義 を持 つこ

とになるか，少 しも知 らなかったのだ。

父は帰 り道で私 の方 を向いてこう言 った。

「ク レイグ
，イーグルスカウ ト評議会 と

の面接のときの経験は，あの装置 と同じ

なんだよ。瓶 とおんなじに，君 は高圧を

かけられた。そのあとは君次第だ。圧力

で割れるか，持 ちこたえて，圧力をはね



返すか。立 ち直れば，君はもう友達に追

いついている。 しか もこれか らの入生は，

彼 にはなかった障害を君が乗 り越 えて余

分 に得た力のおかげで，彼 をしのげるか

もしれ ないんだ。」

私 は父のその言葉を聞いて， ありがた

いと思 った。苦痛 を和 らげる手だてを与

えてくれた父に，心から感謝 した。 しか

し，私 がその経験 の意味するところを余

さず理解 したのは，それか ら数年 あとの

ことだった。 自分 の父親 は特別だ，特別

な人だ と知 ったのである。父はわざわざ

時間 を取 って瓶工場 を案内 して くれたの

だが，おまけにその着想 は父独 自の創造

的思考 が生み出したものだった。同じよ

うな状況の もとで， ただ 「残念だったね。

てっきり合格 だと思っていたのに」とか，

「もう一度頑張 ってみるんだ
。別に約束

があるか ら，父さんはもう行 ってもいい

かな」 と言 う父親 もいるだろうに。

瓶工場で私が学んだ教訓は，その ときば

かりか今もなお貴重である。そのおかげで，

やがて私はイーグルバ ッジを手にし， あ

の日拾 った不良品の瓶 は，大事 な財産 の

ひとつとなっている。 しか しそれよ りも

っと大切なのは，息子が問題 を抱えてい

ると知 り，その息子が間題を乗 り越 える

ように手伝 って くれた父が身をもって示

してくれた教訓である。 それは何 と独 創

的な方法だったことか。教 えてくれた方

法の奇抜さと，実に効果的だったことで，

あれから9年 以上たってもまだよく覚え

ている。私 に子供 がで きたら，父の模範

に従 って 自分 も時間を取 り，第一のこと

をまず第一 に行 なうことがで きるように

なりたい と思う。
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墜
紳
洛 ス動 一ブ ン・R・アフレック

ど
れ くらいの時間眠 っていたのかわ

かりませんが，思わず目が覚 めて

しまいました。私 たちの乗 っていた小型

双発機が，乱気流のためにひどく揺れた

か らです。晴れていたはずの夜空 も，曇

り空に変 わっていました。操縦士 のマイ

クの方に目を向けると，やは り心配そう

な表情をしています。マイクは操縦装置

を調整 し，飛行計器 を点検 している最中

でした。 リズミカルだったエ ンジンの音

も不規則な音に変 わっていて， いかに飛

行経験の乏 しい私 でも，不安 にか られる

思 いでした。何か しら異状のあることは

私 にもわか りましたが，マイクの表情を

もう一度見ると，私 の恐れもいよいよ確

かなものになってきました。

マイクは，無線でソル トレーク ・シテ

ィーの レーダー基地を呼び出 しました。

そ して，様々な計器の圧 力が下が ってい

ることや高度が落 ちていることを説明 し

ました。私は何も言いませんで した。 こ

の時点では， それほど大きな心配 はして

いなか ったからです。 むしろ，自分 たち

が現実に危険な状況に直面 しているとい

う事実を努めて考えないようにしていた

のです。 マイクは，再 びソル トレークの

レーダー基地 と交信 しています。「キャブ

レターに氷が付着 し始めているんだと思

う。まるで石 ころみたいに落下中だ。」

私 はまるで興奮剤で も注射 されたよう

な気持 ちにな りました。 これ以上眠 って

いられるでしょうか。私の思考は停止 し
θ

ていたのです。しかし，揺れもや まず，

飛行機 の高度計の数字がどんどん減 って

いくのを見つめていた私 は，これは夢で

はないのだと，すぐに認識 しました。

その 日の夕方早 く， マイクと私は，ネ

バダ州 のラスベガスをユタ州のソル トレ

ーク ・シテ ィーに向けて離陸 しました。

私たちは仕事のことで，ア リゾナ州のフ

ェニックスまで出張 して来 ていたのでし

た。飛行機 が高度4，500メ ー トルまで達す

ると，私 は一息入れていろいろと考えま

した。今週の出張を無事終 えたこともう

れ しいことでした し，妻のカ リンを驚か

せることも楽 しみのひとつでした。妻は，

私の帰 りは金曜 日の午前 中になると思っ

ているはずだからです。

マイクと私 は，これ まで もよく一緒に

飛行機で旅 をすることがありました。マ

イクは私 の親友ですし，パ イロッ トとし

ても絶対的 に信頼のおける，また慎重な

人物でした。ですから，ソル トレーク ・

シテ ィーへ飛んで行 く準備 をしていると

きも， まったく気楽なもので した。私 は

大空を飛んでいるとき，夜空 というのは

本当に美 しいものだということに気がっ
あ し も と

きました。足下 に地球 を見，頭上 に神様

のお造 りになったものを見 ていると，私

は何かしら，神様の近 くにいるような気

持 ちさえしたものです。

私はよく，神様はどのようにして， ご

自身の造 られたもの一つ一 つに心を配 る

ことがで きるのか，不思議 に思 ったこと

があ ります。神様はどのように して，子

供たち一人一人の祈 りを聞き， さらにそ

の一人一人に個別 に関心を持つことがで

きるので しょうか。こんな様々なことを

考 えていた私は，単調 なエンジン音の誘

いもあって，思 わずうとうとしていたの

です。 しか し，今は眠 いなどとは言って

おられません。 ますます募 る不安の中で，

マイクが何 とか して飛行機の体勢を立て

直 そうと必死 になっているのを， じっと

見つめていました。

時間がたつにつれ，安全 に不時着でき

るような方 向に進んでいないことが， ま

すますはっきりとしてきました。険 しい

山岳地帯に向かってひどい速度 で落下 し

ていたのです。周囲は真 っ暗やみ，聞こえ

るものといえば，失速警告信号 のけたた

ましい響 きだけ。計器 は， この飛行機が

安全飛行速度 をはるかに下 まわる速度で

飛行中であることを示 しています。私 は

何 とも形容 しがたい無力感 に襲 われてし

まいました。
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突然，私 は冷酷 な現実 に気づきました。

自然の法則や重力，空気力学の法則 とい

ったものは，決 して人を差別 しないとい

う現実 です。 自然の力というものは，何

が公平 かなどということとは無関係だし，

ましてや， もしマイクと私 がここで事故

死 したら， それぞれの子供たちや愛する

妻 たちの人生 は劇的 に変化することにな

ろうなどといったこととは， まったく関

係がないのです。私 はマイクに， いくら

かで もソル トレーク ・シティーに到着す

る可能性 があるか，尋ね ました。「ない

ね。下降 しているだけだ」 というのがマ

イクの答 えでした。そしてさらに，「何 も

感 じないはずだ。一瞬のうちに死んで し

まうか ら」 とつけ加 えたのです。

以前私 は，死が避 けられないと知 った

とき，人はどんなことを考えるものか知

りたいと思 ったことがあ ります。自分 の

一生の出来事 が一瞬の うちに眼前をかす

めるものか， とも考 えました し，また恐

怖におびえる気持 ちが起 きるものか，と

も考 えました。

私の場合， 自分 の家族 のことを考 えま

した。私 の8人 の子供たちの顔が，一人

一人心の中に浮かんできたのです
。7人

のすばらしい、憩、子たちと，たったひとり

の娘。 どうしてこんなことが起 きるんだ

ろうか。あの子たちには父親が必要だし，

私 にもあの子たちが必要 だというのに。

疑うことを知 らない妻のことも考えまし

た。妻は気丈に振る舞 っては くれるでし

ょうが，心の痛みをひどく感 ずるに違い

あ りません。妻の ことを思い， また，そ

の寂 しさを思うと，私は悲 しくな ってし

まいました。私 はまた，天使 のような母

とその母 が受 ける悲 しみのことを思 い浮

かべました。 また，父が一人一人を慰め

ようとしている姿 も心 に描 くことができ

ました。私 はその とき，何か不思議 な気

持ちになった ことを今で も覚 えています。

また自分 自身，恐れの気持 ちもなく，狂

乱状態 にもならなかったのは本 当に驚 き
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